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　前橋市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背景に、坂東太郎として名高い

利根川や詩情豊かな広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情にあふれ

た美しい県都です。

　前橋市域の赤城山南麓と前橋台地上には、旧石器時代から近世・近代に

至るまで、人々の生活の痕跡を示す遺跡・遺物が数多く存在します。特に

古墳においては、かつて市域には800余基の存在が伝えられています。その

中には大室4古墳をはじめ国指定史跡となっている古墳も9基含まれ、東

国古墳文化の中心として位置づけられてきました。また、続く律令政治の

時代に入ると、山王廃寺、上野国府、上野国分僧寺、上野国分尼寺の存在

が示すとおり政治、宗教、経済の中心地として花開き一大文化圏が形成さ

れました。さらに中世においては、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、

北条氏が鏑をけずった地として知られ、近世においては、譜代大名の酒井

氏、松平氏が居城した関東4名城の一つに数えられる前橋城が築かれまし

た。まさに、前橋市はこれまで連綿と続いてきた歴史を物語る様々な文化

財で溢れています。

　今年度調査を行いました元総社小見内V皿1遺跡・総社甲稲荷塚大道西IV遺

跡は、前橋市の西部、推定国府域の北西と北東に位置します。元総社小見

内Vl皿遺跡では、土師器圷をたくさん出土した竪穴住居跡や、推定国府域と

推定国分尼寺の問に存在する大きな溝跡が検出され、総社甲稲荷塚大道西

IV遺跡では、古墳時代後期の畠跡が検出されました。今回の調査では、推

定国府域周辺部の律令期以前、律令期、律令期後の様子を知るうえで貴重

rな資料を得ることができました。

　最後に、本発掘調査実施にあたりご理解とご協力を賜りました市関係部

局、地元関係者の方々、また、調査に従事されました作業員の皆様に感謝

とお礼を申し上げます。本報告書が市史究明の一助となることを祈念し、

序といたします。

平成16年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長　　阿部明雄



例 ベユゴロ
1．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社小見内Vlll遺跡・総社甲稲荷塚大道

　西IV遺跡発掘調査報告書である。

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

3．発掘調査の要項は次のとおりである。

調　査　場　所

発掘調査期問
整理・報告書作成期問

発掘・整理担当者

群馬県前橋市元総社町地内

平成15年5月19日～平成15年11月14日

平成15年ll月15日～平成16年3月25日

近藤雅順・稲垣慎太郎（発掘調査係員）

4．本書の原稿執筆・編集は近藤・稲垣が行った。

5．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。

　石井春江・遠藤たか美・後藤進一・佐藤佳子・下境　弥・下境米治・鈴木民江・冨岡和子・冨澤理恵

　内藤　旭・内藤よし・中島利夫・中山　昭・西山勝久・西山光彩・萩原和子・原田要三・峰岸あや子

6．発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財

　保護課で保管されている。

凡 例

1．挿図中に使用した北は、座標北である。

2．挿図に国土地理院発行の1／200，000地形図（宇都宮、長野）、1／25，000地形図（前橋）、1／2，500前橋市現形

　図を使用した。

3．本発掘調査の略称は、次のとおりである。

　元総社小見内Vm遺跡：15A120　総社甲稲荷塚大道西IV遺跡：15A105

4．本遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

　H…古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡　　丁…竪穴状遺構　　W…溝跡　　A…道路状遺構

　1…井戸跡　　D…土坑　　P…ピット

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。

　遺構　　全体図…1／200・1／400　住居跡・竪穴状遺構・溝跡・道路状遺構・井戸跡・土坑・ピット…1／60

　　　竈…1／30
　遺物　　土器…1／3　鉄器・鉄製品…1／2　砥石…1／3　瓦…1／5

6．計測値については、（　）は現存値、［　］は復元値を表す。

7．セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示す。

　◎は締まり・粘性非常にあり、Oは締まり・粘性あり、△は締まり・粘性ややあり、×は締まり・粘性なしを

　表す。

8．遺構平面図の………一一一は推定線、一一一一一一一一一は切られるが存在する面を表す。

9．遺構平面図の●は土器の出土場所を表す。

10．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。

　遺構断面図　　構　　　築　　　面…猛

　遺物実測図　　須恵器断面…　　　　　　　　粘　土　付・着…魎

　　　　緑・灰粕陶器断面…圃　　　　緑・灰粕陶器表面…囮

　　　　スス付着…麟騨羅翻
11．火山降下物の略称と年代は次のとおりである。

　As－B　（浅間Bテフラ：供給火山＝浅問山、1108年）

　Hr－FP（榛名ニッ岳伊香保テフラ：供給火山＝榛名山、6世紀中葉）

　Hr－FA（榛名ニッ岳渋川テフラ：供給火山＝榛名山、6世紀初頭）

　As－C　（浅問C軽石：供給火山＝浅問山、4世紀前半～中葉）
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1　調査に至る経緯

本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施され、4年目にあたる。本調査地は、

周辺で埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。

平成15年4月9日付けで、前橋市長　萩　原　弥惣治より前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴

う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織で

ある前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部明雄に対し、調査実施を通知し、調査団はこれを受諾した。平成

15年5月7、日、調査依頼者である前橋市長　萩　原　弥惣治と前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部明雄と

の問で、本発掘調査の委託契約を締結し、5月19日に現地での発掘調査を開始するに至った。

　なお、遺跡名称「元総社小見内WI遺跡」（遺跡コード：15A120）、「総社甲稲荷塚大道西IV遺跡」（15A105）の

「小見内」「甲稲荷塚大道西」は旧地籍の小字名を採用した。また、名称中のローマ数字は過年に実施した調査と

区別するために付したものである。

II遺跡の位置と環境

1　遺跡の立地

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地利根川左岸、東部の

広瀬川低地帯の4つの地域に分けられる。

　本遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅問山爆発によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを被

覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地の

中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と推

定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かって

流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との比

高3m～5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。

　本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約3kmの地点、前橋市元総社町（元総社小見内Vlll遺跡）・前橋市

総社町総社（総社甲稲荷塚大道西IV遺跡）地内にそれぞれ所在している。南へ約1kmの所に上野国総社神社があ

り、西へ約1kmの所には関越自動車道が南北に走っている。さらに、遺跡地の南側には国道17号、主要地方道前

橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これらの幹線道路を中心にオフィス

ビルや大規模小売店が進出している。本遺跡はこれらの幹線道路から奥に入ったところに位置し、周囲には田畑

が多い住宅地という静かで落ち着いた環境である。

2　歴史的環境

本遺跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割りを利用し築かれたとされ

る蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴

史を物語る多くの新しい知見が集積されている。

縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地

域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。

　弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検

出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ヶ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。
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Fig．1　元総社蒼海遺跡群位置図



古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡のおもに北に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するも

のには、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と後円部にそれぞれ石室

をもつ二段に築造された前方後円墳の総社二子山古墳、横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳、県内終末期と考え

られ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳・蛇穴山古墳がある。また、宝塔山古墳の南西500mには白鳳

期の建立と考えられる山王廃寺跡（放光寺）がある。さらにこの寺の塔心礎や石製鵬尾、根巻石等の石造物群は、

宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この

寺は上野地域を治めていた「上毛野氏」の氏寺であり、この古墳群には「上毛野氏」一族が葬られているとも考

えられている。これらから、この地が「車評」の中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能してい

た様子が窺える。

　奈良・平安時代に至ると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地域は古代の政治的・経済的・

文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動の拠点で地方を統治する機能をもつ国

府は、元総社地区に置かれたとされる。

　国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡や、「國厨」・「曹司」・

「国」・「邑厨」等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡、律令期の掘立柱建物跡と考えられる柱

穴が検出された元総社宅地遺跡がある。また、国府域の推定を可能にした大規模な東西方向の溝跡が検出された

閑泉樋遺跡と南北方向の溝跡が検出された元総社明神遺跡の調査成果により、国府域の東外郭線が想定されるに

至った。さらに近年では、元総社小見内皿遺跡や元総社小見内IV遺跡から、国分尼寺の東南隅から国府の中心部

に向かうと思われる溝跡が検出されたり、官人の用いたと考えられる円面硯、巡方（腰帯具）も出土し、国府に

ついて考えるうえで貴重な資料となっている。

　国分僧寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら調査が進められるようになった。本

格的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、堀等が確認されている。さらに国分尼寺の

調査では、昭和44・45年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ伽藍配置が推定できるようになった。さらに平

成12年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と西南隅の築垣～それと平行する溝

跡や道路状遺構が確認された。国分僧寺・尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野国分

僧寺・尼寺中問地域では、当時の大規模な集落跡や掘建柱建物跡群が検出されている。

　また、群馬町の調査等により、本遺跡から約1．5km南の地点にN－64。一E方向の東山道（国府ルート）があるこ

とが推定されている。また、推定日高道は、日高遺跡で検出された幅約4．5mの道路状遺構を国府方面へ延長した

ものである。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。

　中世に至り、永享元年（1429）、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭としての機

能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城の

縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って作られていると推測される。

　このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと

推定される元総社地区は注目される地域の一・つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11年より継続

的に本地域の発掘調査が行われていく。これにより、手つかず状態であった本地域の全容が明らかになっていく

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。
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Tab．1　元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表 ※年代の（）は調査開始年度。

番号 遺　　　跡　　　名 調査年度 時　代：主な遺構・出土遺物

1 元総社小見内Wl遺跡総社甲稲荷塚大道西IV遺跡
2003 本遺跡

2 上野国分寺跡（県教委） 1980～1988 奈　　　良：金堂基壇、塔基壇

3 上野国分尼寺跡 （1999） 奈　　　良：西南隅・東南隅築垣

4 山王廃寺跡 （1974） 古　　　墳：塔心礎、根巻石

5 東山道（推定）
6 日高道（推定）
7 王山古墳 1972 古　　　墳：前方後円墳（6C中）

8 蛇穴山古墳 1975 古　　　墳：方墳（8C初）

9 稲荷山古墳 1988 古　　　墳：円墳（6C後半）
10 愛宕山古墳 1996 古　　　墳：円墳（7C初）
11 総社二子山古墳 未　調査 古　　　墳：前方後円墳（6C末～7C初）
12 遠見山古墳 未　調　査 古　　　墳：前方後円墳（5C後半）
13 宝塔山古墳 未　調　査 古　　　墳：方墳（7C末）
14 元総社小学校校庭遺跡 1962 平　　　安：掘立柱建物跡、柱穴群、周濠跡
15 産業道路東遺跡 1966 縄　　　文：住居跡
16 産業道路西遺跡 縄　　　文：住居跡
17 中尾遺跡（事業団） 1976 奈良・平安：住居跡

18 日高遺跡（事業団） 1977 弥　　　生：水田跡、方形周溝墓、住居跡、木製農耕具
平　　　安：条里制水田跡

19 正観寺遺跡1～IV（高崎市） 1979～1981

弥　　　生：住居跡
古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡
中　　　世：溝跡

20 上野国分僧寺・尼寺中間地域（事業団） 1980～1983

縄　　　文：住居跡、配石遺構
弥　　　生：住居跡、方形周溝墓
古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡
中　　　世：掘立柱建物跡、溝状遺構、道路状遺構

21 清里南部遺跡群清里南部遺跡群皿 1980 縄　　　文：ピット
奈良・平安：住居跡、溝跡

22 中島遺跡 1980 奈良・平安：住居跡

23 下東西遺跡（事業団） 1980～1984

縄　　　文：屋外埋甕
弥　　　生：住居跡
古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡、柵列
中　　　世：住居跡、溝跡

24

国分境遺跡（事業団）

国分境II遺跡

国分境皿遺跡（群馬町）

　1990

　1991

　1991

古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡

』　一　一　一　一　一　一　一　一　鳳　輯　－　一　一　一　一　一　一　一　一　－　一　咽　－　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　層　騨　甲　一　一　幽　一　一　一　一　一　一　陶　一　囎　一　一　幽　一　一　冒　一　一　一　胃　一　一　一　’　一　－　一　一　一　嗣　鞘　贈　一　一　一　一　一　一

古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡
古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、畠跡
中　　　世：土坑墓

25 元総社明神遺跡　1～XIII 1982～1996
古　　　墳：住居跡、水田跡、堀跡
奈良・平安：住居跡、溝跡、大形人形
中　　　世：住居跡、溝跡、天目茶碗

26 北原遺跡（群馬町） 1982
縄　　　文：土坑、集石遺構
古　　　墳：水田跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡

27 鳥羽遺跡（事業団） 1978～1983
古　　　墳：住居跡、鍛冶場跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡（神殿跡）

28 閑泉樋遺跡 1983 奈良・平安：溝跡（上幅6．5～7m、下幅3．24m、深さ2m）

29 柿木遺跡
柿木II遺跡

　1983
　1988

奈良・平安：住居跡、溝跡

30 草作遺跡 1984
古　　　墳：住居跡
平　　　安：住居跡
中　　　世＝井戸跡（蒼海城に伴う）

31
桜ヶ丘遺跡
総社桜ヶ丘遺跡
総社桜ヶ丘II遺跡

　1985
　1987

弥　　　生：住居跡
平　　　安：住居跡
奈良・平安：住居跡

32 閑泉樋南遺跡 1985 古　　　墳：住居跡（鬼高期）
奈良・平安：溝跡

33 後疋間遺跡1～III（群馬町） 1985～1987
古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡
中　　世：道路状遺構

34 塚田村東遺跡（群馬町） 1985 平　　　安：住居跡
35 寺田遺跡 1986 平　　　安：溝跡、木製品

36

天神遺跡
天神II遺跡
天神遺跡
天神II遺跡

　1986
　1988
　1986
　1988

奈良・平安：住居跡

37
屋敷遺跡

屋敷II遺跡

　1986

　1995

古　　　墳：住居跡
平　　　安：住居跡
中　　世：堀跡、石敷遺構

38 大友屋敷II・III遺跡 1987 古　　　墳：住居跡
平　　　安：住居跡、溝跡、地下式土坑
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番号 遺　　　跡　　　名 調査年度 時　代：主な遺構・出土遺物
39 堰越遺跡 1987 奈良・平安：住居跡、溝跡
40 堰越II遺跡 1988 平　　　安：住居跡
41 昌楽寺廻向遺跡・II遺跡 1988 奈良・平安：住居跡

古　　　墳：住居跡、溝跡
42 村東遺跡 1988 奈良・平安：住居跡

中　　　世：堀跡

43 熊野谷遺跡

熊野谷II・III遺跡

　1988

　1989

縄　　　文：住居跡
平　　　安：住居跡、溝跡
平　　　安：住居跡
古　　　墳：水田跡、溝跡

44 元総社寺田遺跡1～III（事業団） 1988～1991 奈良・平安：住居跡、溝跡、人形、斎串、墨書土器
中　　　世：溝跡

45 弥勒遺跡
弥勒II遺跡

　1989
　1995

古　　　墳：住居跡
平　　　安：住居跡
縄　　　文：住居跡

46 大屋敷遺跡1～VI 1992～2000
古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡
中　　　世：掘立柱建物跡、地下式土坑、溝跡

47 元総社稲葉遺跡 1993 縄　　　文：土坑
平　　　安：住居跡、瓦塔

48 上野国分寺参道遺跡 1996 古　　　墳：住居跡
平　　　安：住居跡

49 大友宅地添遺跡 1998 平　　　安：水田跡

50
総社閑泉明神北遺跡

総社閑泉明神北II遺跡

　1999

　2001

古　　　墳：畠跡、水田跡、溝
中　　　世：溝跡
古　　　墳：住居跡、溝跡
平　　　安：住居跡　溝跡
古　　　墳：住居跡

51 元総社宅地遺跡1～23トレンチ 2000 平　　　安：住居跡、掘立柱建物跡、鍛冶場跡、溝跡、道路状遺構
中　　　世：溝跡
近　　　世：住居跡、（五輪塔の一部、椀類）

縄　　　文：住居跡
52 元総社小見遺跡 2000 古　　　墳：住居跡

奈良・平安：住居跡、掘建柱建物跡、溝跡、道路状遺構

53 元総社西川遺跡（事業団） 2000 古　　　墳：住居跡、畠跡
奈良・平安：住居跡、溝跡
奈良・平安：住居跡、溝跡

総社甲稲荷塚大道西遺跡 2001 中　　　世：畠跡

54 近　　　世：溝跡
古　　　墳：住居跡

総社甲稲荷塚大道西II遺跡 2001 奈良・平安：住居跡、溝跡
近　　　世：溝跡
古　　　墳：住居跡、溝跡

55 元総社小見内皿遺跡 2001 奈良・平安：住居跡、掘建柱建物跡、溝跡
中　　　世：掘建柱建物跡、溝跡

総社甲稲荷塚大道西皿遺跡 2002 古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、畠跡、溝跡

56 縄　　　文：住居跡
総社閑泉明神北皿遺跡 2002 古　　　墳：住居跡

奈良・平安：住居跡
縄　　　文：住居跡

57 元総社小見II遺跡 2002 古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、掘建柱建物跡
中　　　世：溝跡、道路状遺構
縄　　　文：住居跡

元総社小見III遺跡 2002 古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、溝跡

58 中　　　世：溝跡、道路状遺構
古　　　墳：住居跡

元総社草作V遺跡 2002 奈良・平安：住居跡
中　　　世：溝跡
古　　　墳：住居跡

59 元総社小見内IV遺跡 2002 奈良・平安：住居跡、掘建柱建物跡、溝跡
中　　　世：土坑墓、掘建柱建物跡、溝跡

60 稲荷塚道東遺跡（事業団） 2003 古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、溝跡、竈構築材採掘痕、井戸跡
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III調査方針と経過

1　調査方針

　委託調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の道路予定地で、元総社小見内WI遺跡が809㎡

（A区334㎡・B区475㎡）、総社甲稲荷塚大道西IV遺跡が490㎡である。本調査に当たり、元総社小見内Vlll遺跡に

関わる調査場所が2カ所に分かれているので、便宜的にそれぞれA区・B区の名称を付した。グリッドについて

は、4mピッチで西から東へXlO4、XlO5、X106…と、北から南へY53、Y54、Y55…と付番し、グリッドの呼

称は北西杭の名称を使用した。

　本遺跡のX139・Yl40の公共座標は次のとおりである。

第　IX　系

緯　　　度
子午線収差角

X＝十43794．907

X＝十43440．000

36。23〆31”．　30456

28〆32”．　　8

Y＝一71935．759

Y＝一71644．000

経　　　度
増　大　率

（新座標）

（旧座標）

139。01〆53”．　17883

0．99996374

　調査方法は、表土掘削・遺構確認・杭打ち・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真撮影の手順で行った。

　図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則としてi／20、住居跡竈は1／10の縮尺で作成し

た。遺物については平面分布図を作成．し、台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッド単位で

収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。

2　調査経過

　本調査は5月19日より元総社小見内V皿1遺跡A区の現地調査を開始した。A区は畑作地であるため耕作土と遺構

面の土とを分ける必要があった。したがってまず、重機（バックフォー0．7㎡）にて約30cm程現耕作土を掘削し1ヵ

所に集めた。その後、更に約50cm程掘り下げ、As－C・Hr－FPを含む黒色土の面において遺構確認調査を行った。

5月29日には杭打ち測量を行い遺構の掘り下げ・精査開始に至った。当初、A区は元総社小見内Vll遺跡との平行

調査となったため、やや繁雑になることがあったものの、調査はおおむね順調に進んだ。しかし、調査区北側の

W－1号溝跡の土量が予想以上に多く、人力で処理するのに大変苦労した。精査の結果、竪穴住居跡8軒、溝跡

1条、土坑4基、ピット3基を検出した。8月28日にハイライダー（24m）による調査区全景撮影を行い、9月

1日には二面目調査を実施し、元総社小見内Vlll遺跡A区の現地調査を終了した。

　続いて9月2日より元総社小見内Vlll遺跡B区の現地調査を開始した。B区も調査地が畑作地であるため、耕作

土と遺構面の土とを分ける必要があったので、A区同様重機（バックフォー0．7㎡）にて約30cm程現耕作土を掘削

し、更に約50cm程掘り下げ、As－C・Hr－FPを含む黒色土の面において遺構確認調査を行った。9月8日に杭打ち

測量を行い、9月10日から遺構の掘り下げ・精査を開始した。B区における調査もA区同様、溝跡に悩まされた。

当初1条と思われた調査区北側の溝跡が2条の切り合いであったため、遺構の新旧関係の判断や、膨大な土量に

大変苦労した。また、9月11日には前橋市立南橘中学校の2年生3名が職場体験学習のため当調査地を訪れ、発

掘調査や出土遺物の説明を受けて、実際に遺構の掘り下げや精査等を行い、発掘調査を職とすることの楽しさや

苦労を体験して帰校した。その後、9月30日にハイライダー（18m）による調査区全景撮影を行い、B区の一面

目調査を終了した。

　そして10月1日より総社甲稲荷塚大道西IV遺跡の現地調査を開始した。当調査地は、平成14年度に調査された

総社甲稲荷塚大道西III遺跡D区の北側の延長部分となる。調査前まで駐車場として使用されていたため、現表土

（バラス）と遺構面の土とを分ける必要があった。そのため、重機（バックフォー0．4㎡）にて約30cm程現表土を

掘削し、その後約20cm程掘り下げ、As－B下の中世の遺構を確認した。10月14日からは一面目より更に約30cm程掘

り下げ、Hr－FAを含む褐色土の面において二面目の調査を開始した。畠跡の耕作跡が3方向に渡って重複してい

たため、新旧関係の判断に手間取ったものの、その後の調査はおおむね順調に進んだ。精査の結果、畠跡2面、

溝跡5条、道路状遺構1条、井戸跡1基、土坑3基、ピット39基を検出した。その後、11月4日にハイライダー

（18m）による調査区全景撮影・三面目調査を行い、ll月7日には調査地の埋め戻し作業を完了し、総社甲稲荷

塚大道西IV遺跡の現地調査を終了した。

　さらに、11月5日からは再び元総社小見内Vlll遺跡B区に戻り二面目調査を開始した。精査の結果、一面目・二

面目調査合わせて、竪穴住居跡8軒、道路状遺構1条、溝跡4条、土坑13基、柱穴5基を検出し、11月28日に調

査区の埋め戻し作業を完了し、元総社小見内Vlll遺跡B区の現地調査を終了した。

　12月1日より文化財保護課庁舎に戻り、引き続き整理作業の他、遺物写真撮影等を行い3月25日にすべての業

務を終了した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　IV基本層序

本遺跡地内の地層の堆積は、下記のとおりである。

　元総社小見内VIII遺跡A区基本層序

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＝1240m
　現耕作土

　灰黄褐色粗砂層（10YR4／2）　　締まりO　粘性×　　　A

　　　　　　　　　　　　　　As－B含む

　黒褐色粗砂層（10YR3／2）　　　締まりO粘性×

　　　　　　　　　　　　　　As－B混じる

　暗褐色細砂層（10YR3／3）　　　締まりO粘性O

　　　　　　　　　　　　　　Hr－FP・As－B含む

　暗褐色細砂層（10YR3／3）　　　締まり◎粘性O

　　　　　　　　　　　　　　As－C多く含む、Hr－FP含む
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V　遺構と遺物（元総社小見内Vl皿遺跡）

1竪穴住居跡

（A区）

H－1号住居跡（Fig．9、PL．1）

位置　XlO6、Y98グリッド　主軸方向（N－91。一E）　形状等　方形と推測される。東西（0．88）m、南北（2．25）

m、壁現高36cmを測る。　面積（1．43）㎡　床面　ほぼ平坦な床面。　竈　検出されず。　出土遺物　総数62点。

備考　時期は埋土にAs－Bを含まないので、As－B降下以前と考えられる。

H－2号住居跡（Fig．9、PL．1）

位置　XlO4・105、Y101・102グリッド　主軸方向（N－102。一E）　形状等　方形と推定される。東西（3．19）

m、南北（2．50）m、壁現高94．5cmを測る。　面積（4．02）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な床面。　竈　検出され

ず。　出土遺物　総数254点。そのうち、蓋1点、圷1点、刀子1点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物

から9世紀前半と考えられる。

H－3号住居跡（Fig．10、PL．2）

位置　X105・106、Y103・104グリッド　主軸方向　N－57。一E　形状等　長方形。東西6．12m、南北5．23m、

壁現高65・5cmを測る・　面積　26。90㎡　床面　平坦で堅緻な床面・周溝有・　竈　東壁中央南寄りより検出さ

れ、主軸方向がN－57。一Eであり、全長124cm、最大幅140cm、焚口部幅46cmを測る。構築材として、灰白色粘土

を使用している。　重複　H－6・7・8と重複しており、新旧関係は本遺構→H－8、H－6→H－7の順で

ある。　出土遺物　総数2693点。そのうち、圷8点、蓋3点、台付盤1点、長頸壺1点、長胴甕1点、鉄釘1点

を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。

H－4号住居跡（Fig．9、PL．1）

位置　X106、Y104・105グリッド　主軸方向（N－920－E）　形状等　方形と推定される。東西（2．66）m、南

北（3．66）m、壁現高65．5cmを測る。　面積（8．27）㎡　床面　ほぼ平坦な床面。　竈　検出されず。　重複　H

－6と重複しており、新旧関係は本遺構→H－6の順である。　出土遺物　総数464点。そのうち、圷2点、蓋1

点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から8世紀後半と考えられる。

H－5号住居跡（Fig．12、PL．3）

位置　X105・106、Y106・107グリッド　主軸方向　N－63。一E　形状等　長方形。東西3．78m、南北4．26m、

壁現高64cmを測る。　面積　15．36㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な床面。　竈　東壁中央南寄りより検出され、主軸

方向がN－68。一Eであり、全長67cm、最大幅72cm、焚口部幅29cmを測る。構築材として、天井に凝灰岩切石、両

袖に川原石、灰白色粘土を使用している。　出土遺物　総数1252点。そのうち、圷9点、蓋2点、播り鉢1点、

甕5点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。

H－6号住居跡（Fig．9）

位置　X106、Y103・104グリッド　主軸方向（N－89。一E）　形状等　方形と推定される。東西［1．55］m、南

北［3．76］m、壁現高26cmを測る。　面積（5．26）㎡　床面　ほぼ平坦な床面。　竈　検出されず。　重複　H

－3・4・7と重複しており、新旧関係はH－3、H－4→本遺構→H－7の順である。　出土遺物　総数420点。

そのうち、圷2点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から8世紀末頃と考えられる。
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H－7号住居跡（Fig．11）

位置　XlO5・106、YlO3・104グリッド　主軸方向lN二110。一E］　形状等　長方形。東西［4．08］m、南北［3．48］

m、壁現高29cmを測る。　面積［13．67］㎡　床面　平坦で堅緻な床面。　竈　東壁中央南寄りより検出され、主

軸方向がlN－44。一E］であり、全長52cm、最大幅62cm、焚口部幅25cmを測る。構築材として、瓦、灰白色粘土

を使用している。　重複　H－3・6・8と重複しており、新旧関係はH－3→H－6・8→本遺構の順である。

出土遺物　総数178点。そのうち、圷2点、甕1点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から9世紀中頃と

考えられる。

H－8号住居跡（Fig．ll）

位置　XlO5・106、Y103・104グリッド　主軸方向［N－61。一E］　形状等　正方形。東西［2．73］m、南北［3．08］

m、壁現高46cmを測る。　面積［8．19］㎡　床面　ほぼ平坦な床面。　竈　東壁中央北寄りより検出され、主軸

方向がN－60。一Eであり、全長92cm、最大幅94cmを測る。構築材として、灰白色粘土を使用している。　出土遺

物　総数1154点。そのうち、圷3点、台付盤1点、甕1点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から8世

紀末頃と考えられる。　　　　　　　　　、・

H－9号住居跡 欠　　番

（B区）

H－10号住居跡（Fig．13、PL．4）

位置　X139、Y138グリッド　主軸方向（N－79。一E）　形状等’方形と推測される。東西（2．01）m、南北（1．32）

m、壁現高43．5cmを測る。　面積（7．38）㎡　床面　ほぼ平坦な床面。　竈　東壁南隅より検出され、主軸方向

がN－133。一Eであり、全長112cm、最大幅75cm、焚口部幅44cmを測る。構築材として、灰白色粘土を使用してい

る。　重複　H－11と重複しており、新旧関係は本遺構→H－11の順である。　出土遺物　総数15点。そのうち、

かわらけ1点、圷1点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から10世紀末頃と考えられる。

H－11号住居跡（Fig．13、PL．4）

位置　X139、Y137・138グリッド　主軸方向（N－82。一E）　形状等　長方形と推定される。東西（1．54）m、

南北（4．97）m、壁現高45．5cmを測る。　面積（14．64）㎡床面1平坦で堅緻な床面。　竈　東壁南隅より検出

され、主軸方向がN－11！。一Eであり、全長104cm、最大幅84cm、焚口部幅44cmを測る。構築材として、瓦、支脚

石、灰白色粘土を使用している。　重複　H－10・12と重複しており、新旧関係はH－10・12→本遺構の順であ

る。　出土遺物　総数249点。そのうち、かわらけ5点、羽釜1点、広口甕2点を図示した。　備考　時期は埋土

や出土遺物から11世紀前半と考えられる。

H－12号住居跡（Fig．13）

位置　X139、Y136・137グリッド　主軸方向（N－630－E）　形状等　長方形と推定される。東西（1．24）m、

南北（4．73）m、壁現高45．5cmを測る。　面積（4．43）㎡　床面　ほぼ平坦な床面。地山を利用した棚有。　竈

検出されず。　重複　H－11・13と重複しており、新旧関係はH－13→本遺構→H－11の順である。　出土遺物

総数0点。　備考　時期は埋土や重複関係から上限は8世紀中頃、下限は10世紀後半と考えられる。

H－13号住居跡（Fig．14、PL．4）

位置　X139、Yl36・137グリッド　主軸方向（N－820－E）　形状等　方形と推定される。東西（2．25）m、南

北（4．56）m、壁現高48．5cmを測る。　面積（14．93）㎡　床面　平坦で堅緻な床面。　竈　東壁中央南寄りより

検出され、主軸方向がN－850－Eであり、全長149cm、最大幅100cm、焚口部幅44cmを測る。構築材として、灰白

色粘土を使用している。　重複　H－11・12と重複しており、新旧関係は本遺構→H－12→H－11の順である。
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出土遺物　総数310点。そのうち、圷5点、高台椀2点、壷2点、甕1点を図示した。

遺物から8世紀初頭と考えられる。

備考　時期は埋土や出土

H－14号住居跡（Fig．15、PL．5）

位置　Xl38・139、Y132・133グリッド　主軸方向　N－78。一E　形状等　長方形。東西4．46m、南北3．50m、

壁現高60cmを測る。　面積　15．37㎡　床面　平坦で部分的に堅緻な床面。周溝有。　竈　東壁中央より検出さ

れ、主軸方向がN－76。一Eであり、全長162cm、最大幅99cm、焚口部幅42cmを測る。構築材として、支脚石、袖石、

灰白色粘土を使用している。　重複　D－13と重複しており、新旧関係は本遺構→D－13の順である。』出土遺

物　総数960点。そのうち、圷12点、蓋2点、高台椀1点、高圷1点、甕2点を図示した。　備考　時期は埋土や

出土遺物から8世紀前半と考えられる。

H－15号住居跡（Fig．14、PL．5）

位置　Xl37・138、Y131・132グリッド　主軸方向（N－94。一E）　形状等　方形と推定される。東西（1．85）

m、南北（3．00）m、壁現高12．5cmを測る。　面積（5．16）㎡　床面　平坦な床面。　竈　東壁南寄りより検出

され、主軸方向がN－940－Eであり、全長50cm、最大幅73cm、焚口部幅39cmを測る。構築材として、支脚石、灰

白色粘土を使用している。　出土遺物総数14点。そのうち、かわらけ1点、圷1点、羽釜1点を図示した。　備

考　時期は埋土や出土遺物から10世紀末頃と考えられる。

H－16号住居跡（Fig．16、PL．5）

位置　X139、Y142～144グリッド　主軸方向（N－91。一E）　形状等　長方形と推定される。東西（1．55）m、

南北（4．72）m、壁現高64．Ocmを測る。　面積（6．49）㎡1床面　ほぼ平坦な床面。　竈　検出されず。　重複

W－5と重複しており、新旧関係は本遺構→W－5の順である。　出土遺物　総数18点。そのうち、かわらけ2

点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から11世紀前半と考えられる。

H－17号住居跡（Fig．16、PL．6）

位置　X139、Y141・142グリッド　主軸方向（N－83。一E）　形状等　方形と推定される。東西（1．74）m、南

北（3．72）m、壁現高70cmを測る。　面積（3．43）㎡　床面　平坦な床面。周溝有。　竈　検出されず。　重複

W－2と重複しており、新旧関係は本遺構→W－3の順である。　出土遺物総数58点。そのうち、圷1点を図

示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。

2竪穴状遺構

（B区）

T－1号竪穴状遺構（Fig．16、PL．6）

位置　X139、Y141・142グリッド　主軸方向（N－83。一E）　形状等　方形と推定される。東西（1．38）m、南

北（3．29）m、壁現高43cmを測る。　面積（3．27）㎡　床面　ほぼ平坦な床面。　出土遺物　本遺構に関連する

遺物の出土はなかった。　備考　時期は埋土下部にAs－B混土が混じることから、中世以降と考えられる。

3　溝跡・道路状遺構

（A区）

w－1号溝跡（Fig．17、PL．6）

位置　X104～106、Y98～100グリッド　主軸方向（N－40。一W） 形状等　逆台形と推定される。長さ13．70m、
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深さ（124）cm、最大上幅（225）cm、最大下幅（105）cmを測る。

出土遺物から中世と考えられる。

出土遺物　総数92点。　備考　時期は埋土や

（B区）

w－2号溝跡（Fig．18、PL．6）

位置　Xl38・139、Y133～135グリッド　主軸方向（N－69。一W）　形状等逆台形と推定される。長さ5．48m、

深さ86cm、最大上幅（4．59＋α）cm、最大下幅（4．28＋α）cmを測る。　重複　H－17、W－3と重複しており、

新旧関係はH－17→本遺構→W－3の順である。　出土遺物　総数1点。　備考　時期は埋土から中世と考えら

れる。

w－3号溝跡（Fig．18、PL．6）

位置　X138・139、Y135・136グリッド　主軸方向　N－69。一W形状等　U字形。長さ5．35m、深さ117cm、最

大上幅183cm、最大下幅118cmを測る。　重複　H－13、W－2と重複しており、新旧関係はH－13、W－2→本

遺構の順である。　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。　備考　時期は埋土や重複関係から中

世と考えられる。

w－4号溝跡（Fig．19）

位置　X138・139、Yl39・140グリッド　主軸方向　N－560－E　形状等　逆台形。長さ6．10m、深さ26cm、最

大上幅124cm、最大下幅66cmを測る。　出土遺物　総数32点。　備考　時期は埋土から中世以降と考えられる。

w－5号溝跡（Fig．19）

位置　X138・139、Y143・144グリッド　主軸方向　N－66。一E　形状等　逆台形。長さ5．80m、深さ24cm、最

大上幅88cm、最大下幅39cmを測る。　重複　H－16と重複しており、新旧関係はH－16→本遺構の順である。　出

土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。　備考　時期は埋土や重複関係から中世以降と考えられる。

A－1号道路状遺構

位置　X138、Y142～144グリッド　主軸方向　N－2。一E　形状等　長さ7．70m、最大上幅80cmを測る。　重複

W－5と重複しており、新旧関係はW－5→本遺構の順である。　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はな

かった。　時期　埋土や重複関係から近世以降と考えられる。

4　土坑・ピット（Fig19・20）

土坑・ピットについては、Tab．4　土坑・ピット計測表（P16）を参照のこと。

5　グリッド等出土遺物

小破片を含め総数404点の遺物を出土した。
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VI遺構と遺物（総社甲稲荷塚大道西IV遺跡）

1　畠　跡

（1）古墳時代（Fig．21、PL．7）

Hr－FAの灰ブロックが確認できる面で3方向の耕作痕を検出した。　出土遺物　総数35点。　備考　昨年度

調査の総社甲稲荷塚大道西III遺跡で検出された畠跡の続きで、時期はHr－FA降下以降から7世紀代と考えられ

る。

（2）中世（Fig．22、PL．8）

As－Bが確認できる面で1方向の耕作痕を検出した。

以降と考えられる。

出土遺物　総数164点。　備考　時期は埋土から中世

2　溝跡・道路状遺構

w－1号溝跡（Fig．22）r

位置　X277、Y60グリッド　主軸方向　N－67。一E　形状等　U字形。長さ（3．75）m、深さ5cm、最大上幅38

cm、最大下幅24cmを測る。　出土遺物『本遺構に関連する遺物の出土はなかった。　備考　時期は埋土から中世

以降と考えられる。

w－2号溝跡（Fig．24、PL．8）

位置　X277・278、Y53～59グリッド　主軸方向　N－18◎一W形状等　U字形。長さ［22．60］m、深さ10cm、

最大上幅78cm、最大下幅28cmを測る。　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。　備考　時期は埋

土から中世以降と考えられる。

w－3号溝跡（Fig．24、PL．8）

位置　X277・278、Y53～58グリッド　主軸方向　N－20。一W形状等　U字形。長さ［14．90］m、深さ8cm、

最大上幅49cm、最大下幅22cmを測る。　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。　備考　時期は埋

土から中世以降と考えられる。

w－4号溝跡（Fig．24）

位置　X274、Y53・54グリッド　主軸方向　N－17。一E　形状等　U字形。長さ3．23m、深さ35cm、最大上幅86

cm、最大下幅32cmを測る。　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。　備考　時期は埋土から中世

以降と考えられる。

w－5号溝跡（Fig．23、PL．8）

位置北側がX273、Y53・54グリッド、南側がX277・278、Y60～63グリッド　主軸方向　N－30◎一W形状等

U字形。北側が3．12m、南側が9．64mで、推定の長さ［42．9］m、深さ42cm、最大上幅85cm、最大下幅38cmを測

る。　出土遺物　総数20点。　備考　古墳時代後期の畠跡の耕作痕との重複がなく、水の流れた痕跡があること

から、この畠跡と同時にあったものと思われ、時期は古墳時代後期と考えられる。

一14一



A－1号道路状遺構（Fig．24、PL．8）

位置　X277・278、Y53・54グリッド　主軸方向　N－22。一W形状等　U字形。長さ3．23m、深さ10cm、最大

上幅88cm、最大下幅67cmを測る。　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。　時期W－2・3と

主軸方向が近く埋土も同じことから、時期は中世以降と考えられる。

3　井戸跡・土坑・ピット（Fig．25・26）

井戸跡・土坑・ピットについては、Tab．4　井戸跡・土坑・ピット計測表（Pl6）を参照のこと。

4　グリッド等出土遺物

小破片を含め総数136点の遺物を出土した。

Tab．2　元総社小見内W皿遺跡／竪穴住居跡一覧表（A区）

遺構名 位　　　置
規模（m）1
東西×南北

面積
（㎡）

壁現高

主軸方向
竈

周
溝

主な出土遺物

（cm）・
位　置 構築材 土師器 須恵器 その他

H－1 X106、Y98 （0．88〉×（2．25） （1．43） 36．0 （N－91。一E） 一 一 一

H－2 X104・105、Y101・102 （3．19）×（2．50） （4．02） 94．5（N－102。一E） 一 一 一 蓋・圷 刀子

H－3 XlO5・106、Y103・104 6．12×5．23 ・26．90 65．5 N－57。一E 東壁中央南 粘土 ○ 圷・甕 蓋・圷・長頸壷 角釘

H－4 X106、YlO4・105 （2．66）×（3．66） （8．27） 65．5 （N－92。一E） 一 一 一 圷 蓋・圷

H－5 X105・106、Y106・107 3．78×4．26 15．36 64．0 N－630－E 東壁中央南 粘土・石・凝灰岩 一 圷 蓋・圷・大甕 鉄鎌

H－6 X106、Y103・104 ［1．55］×［3．76］ ［5．26］ 26．0 （N－89。一E〉 一 一 一 圷

H－7 X105・106、Y103、104 14．08］×［3．48］ ［13．67］ 29．0［N－1100－E］ 東壁中央南 粘土・瓦 『 圷・甕 圷 瓦

H－8 XlO5・106、Y103、104 ［2．73］×［3。081 ［8．191
1
4
6
．
0 ［N－61。一E］ 東壁中央北 粘土 一 圷・甕 台付盤

Tab．2　元総社小見内Wll遺跡／竪穴住居跡一覧表（B区）

遺構名 位　　　置
規模（m）
東西×南北

面積
（㎡）

壁現高

（cm）
主軸方向

竈 周 主な出土遺物

位　置 構築材 溝土師器 須恵器 その他

H－9 欠　　　　　　　　　　　　番

H－10X139、Y138 （2．01）×（L32） （7．38） 43．5 （N－79。一E） 東壁南隅 粘土 一 圷 かわらけ

H－11X139、Y137・138 （1．54）×（4．97〉 （14．64） 45．5 （N－820－E） 東壁南隅 粘土・瓦・石 一 羽釜 かわらけ・瓦

H－12Xl39、Y136・137 （1．24）×（4．73〉 （4．43） 45．5 （N－63。一E） 一 一 一

H－13X139、Y136・137 （2．25）×（4．56） （14．93） 48．5 （N－82。一E） 東壁中央南 粘土 ｝ 圷・甕 圷・直口壷

H－14X138・139、Y132・133 4．46×3．50 、15．37 60．0 N－780－E 東壁中央 粘土・石 ○ 圷・甕 蓋・高台椀

H－15X137・138、Y131・132 （1．85）×（3．00） （5．16） 12．5 （N－94。一E） 東壁南 粘土・石 一 羽釜 かわらけ・瓦

H－16X139、Y142～144 （1．55）×（4．72） （6．49） 64．0 （N－91。一E） 一 一 一 かわらけ

H－17X139、Y133・134 （1．74）×（3．72） ’（3．43） 70．0 （N－66。一E） 一 一 ○ 圷

T－1 X139、Y141・142 （1．38）×（3．29） （3．27） 43．0 （N－83。一E） 一 一 一

Tab．3　元総社小見内棚遺跡／溝跡・道路状遺構計測表

遺構名 位　　　置
長さ

（m）

最大幅（m） 深さ

（m）
断面形 主軸方向 新旧関係（旧く新）

上　幅 下幅

W－1 X104～106、Y98～100 13．70 （2．25） （1．05） （1．24） ［逆台形］ （N－40。一W）

W－2 X138・139、Y133～135 5．48 （4．59）＋α （4．28）＋α （0．86） ［逆台形］ （N－69。一W） H－17＜本遺構＜W－3

W－3 X138・139、Y135・136 5．35 1．83 1．18 1．17 u字形 N－6go－W H－13、W－2＜本遺構
W－4 X138・139、Y139・140 6．10 1．24 0．66 0．26 逆台形 N－56。一E

W－5 X138・139、Y143・144 5．80 0．88 0．39 0．24 逆台形 N－66。一E H－16＜本遺構＜A－1

A－1 X138、Yl42～144 7．70 0．80 一 一 一 N－2。一E W－5＜本遺構

（注）遺物総数の土は土師器、瓦は瓦片、灰粕は灰粕陶器のこと
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Tab．3　総社甲稲荷塚大道西IV遺跡／溝跡・道路状遺構計測表

遺構名 位　　　置
長さ

（m）

最大幅（m） 深さ

（m）
断面形 主軸方向 新旧関係（旧く新）

上幅 下幅

W－1 X277、Y60 （3．75） 0．38 0．24 0．05 u字形 N－67。一E

W－2 X277・278、Y53～59 ［22．60］ 0．78 0．28 0．10 u字形 N－18。一W

W－3 X277・278、Y53～58 ［14．90］ 0．49 0．22 0．08 u字形 N－20。一W

W－4 X274、Y53・54 3．23 0．86 0．32 0．35 u字形 N－17。一E
W－5（北側） X273、Y53・54 3．12 0．85 0135 0．42 u字形 N－30。一W
W－5（南側） X277・278、Y60～63 9．64 0．76 0．38 0．34

A－1 X277・278、Y53・54 3．23 0．88 0．67 0．10 u字形 N－220－W

Tab．4　元総社小見内VHI遺跡／土坑・ピット計測表

遺構名 位　　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 形状 遺物総数 遺構名 位　　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 形状 遺物総数

D－1 XlO5、Y98 79 42 26．5 楕円形 J1・土4・須1 D－14X138、Y138・139
（172） 140 63．0 方　形

D－2 X105、Y98・99 129 91 22．0 楕円形 D－15X139、Yl48 162 56 26．0 楕円形

D－3 X105、Y99 98 66 19．0 円　形 」1・土2・須1 D－16Xl38・139、Y147 152 60 30．0 楕円形

D－4 X106、Y99 84 67 32．5 楕円形 J4d20・須15・瓦11 D－17Xl39、Y144 107 （55） 19．5 円　形

D－5 Xl39、Y149 36 （27） 16．0 円　形 P－1 X105、Y98 35 20 10．5 円　形

D－6 X138、Y149 72 39 14．5 楕円形 P－2 XlO5、Y98 56 51 22．0 不整形

D－7 X138、Y148 169 78 25．5 楕円形 P－3 X106、Y99 74 32 12．5 楕円形 」4

D－8 X139、Yl47 57 46 20．5 楕円形 P－4 X139、Y145 49 39 20．5 円　形

D－9 X138・139、Yl47 135 92 14．0 楕円形 P－5 X138、Y144 32 22 13．0 円　形

D－10X139、Y147 71 （70） 16．0 円　形 P－6 X138、Y143 35 28 21．5 円　形

D－11X139、Y146・147 73 （63） 20．0 楕円形 P－7 X138、Y143 43 （18） 22．0 方　形

D－12X138、Yl46 ll7 （106） 40．5 円　形 P－8 X138、Y143 42 30 14．0 円　形

D－13X138・139、Y132・133 135 130 54．5 円　形

Tab．4　総社甲稲荷塚大道西IV遺跡／井戸跡・土坑・ピット計測表

遺構名 位　　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 形状 遺物総数 遺構名 位　　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 形状 遺物総数

1－1 X276、Y53 125 （94） （92．0） 円　形 土15・瓦2・灰粕1 P－19X277、Y60 34 31 13．5 円　形

D－1 X276・277、Y64・65 83 （33〉 9．0 楕円形 P－20X277、Y59・60 45 38 12．0 楕円形

D－2 X277、Y60 113 50 6．0 楕円形 P－21X277、Y59 38 36 9．5 円　形

D－3 X273、Y53 79 64 5．5 楕円形 P－22X277、Y59 44 35 9．0 楕円形

P－1 X277、Y67 32 31 12．0 円形 P－23X278、Y58 38 （26〉 6．5 楕円形

P－2 X277、Y67 36 33 7．0 円　形 P－24X278、Y58 30 22 6．0 円　形

P－3 X277、Y67 31 30 15．0 円　形 P－25X277、Y58 44 43 13．0 円　形

P－4 X277、Y65・66 54 49 10．5 円　形 P－26X277、Y58 32 31 8．5 円　形

P－5 X277、Y66 37 34 8．0 円　形 P－27X277、Y57 29 28 5．0 円　形

P－6 X277、Y62 62 42 11．0 楕円形 P－28X277・278、Y57 45 45 5．5 円　形

P－7 X277、Y62 56 53 5．0 円　形 P－29X278、Y56 49 37 4．5 楕円形

P－8 X277、Y62 45 36 6．0 円　形 P－30X277・278、Y56 46 42 8．0 円　形

P－9 X277、Y62 40 31 10．5 楕円形 P－31X277・278、Y56 36 33 6．0 円　形

P－10X277、Y61・62 54 40 5．5 楕円形 P－32X277・278、Y56 34 26 6．5 楕円形

P－11X277、Y61 71 61 6．5 楕円形 P－33X277、Y56 36 36 8．0 円　形

P－12X277、Y61 66 45 8．0 楕円形 P－34X277、Y57 40 38 3．5 円　形

P－13X277、Y61 49 47 9．5 円　形 P－35X277、Y56 44 37 4．5 楕円形

P－14X277、Y61 55 43 8．5 楕円形 P－36X277、Y66 31 30 24．0 円　形

P－15X277、Y60 52 49 12．5 円　形 P－37X277、Y66 31 27 10．0 円　形

P－16X277、Y61 27 25 8．0 円　形 P－38X277、Y66 29 26 7．0 円　形

P－17X277・278、Y61 65 50 6．5 楕円形 P－39X276、Y66 26 25 3．0 円　形

P－18X277・278、Y61 64 43 6．0 楕円形

（注）　遺物総数の」は縄文土器、土は土師器、須は須恵器、瓦は瓦片、灰粕は灰粕陶器のこと
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Tab．5　元総社小見内WI遺跡／奈良・平安時代出土土器観察表

番号 遺構番号／層位 器種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

1 H－2－1
　床直

蓋
須恵器

①［16．4］

②（2．1）

①細粒②良好
③灰白色④1／6

輔轄整形。天井部：上部欠損、端部内・外面撫で、返り無。摘み：欠損。

2 H－2－2
埋土
圷
須恵器
①　　一
②（1．8）

①細粒②良好
③灰色④1／3

轄韓整形。口縁・体部：欠損。底部：平底、内面撫で、外面回転糸切り
未調整。

3 H－3－1
　埋土

圷
土
師 器
①1L9
②　4．0

①細粒②良好

③榿色④ほぼ完形

口縁部：短く内轡気味、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面
箆削り。

4 H－3－2
床直

圷
土
師 器

①12．4

②　4．4

①細粒②良好

③明赤褐色④ほぼ完形

口縁部：短く内轡、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

5 H－3－3
　埋土

圷
土
師 器

①13．5

②　4．2

①細粒②良好

③榿色④ほぼ完形

口縁部：短く直立気味、内・外面撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆
削り。

6 H－3－4床直
圷
土
師 器

①16．5

②　6．1

①細粒②良好

③明赤褐色④ほぽ完形

口縁部：短く内轡気味、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面
箆削り。

7 H－3－5
床直

圷
土
師 器

①［17．0］

②（6．8）

①細粒②良好
③榿色④1／2

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

8 H－3－6
　床直

圷
土
師 器

①［16．0］

②　5．7

①細粒②良好

③明赤褐色④1／2

口縁部：短く内傾気味、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面
箆削り。

9 H－3－7
埋土
蓋
須恵器

①［10．0］

②　3．3

①細粒②良好
③庚色④胴部3／4

輔輔整形。天井部：外傾、外面と端部内・外面撫で、返り有。摘み：宝
・珠摘み。

10 H－3－8
　埋土

蓋
須恵器

①［10．9］

②　4．1

①細粒②良好

③灰白色④ほぼ完形P

輔韓整形。天井部：水平気味から外傾、外面回転箆削り、端部内・外面

撫で、返り有。摘み：宝珠摘み。

11 H－3－9
埋土
蓋
須恵器

①［22．7］

②　5．5

①細粒②良好

③灰黄褐色④3／4

輔韓整形。天井部：水平から外傾、外面回転箆削り、端部内・外面撫で、

返り有。摘み：宝珠摘み。

12 H－3－10
床直
圷
須恵器
①　　一
②（4．3）

①細粒②良好
③灰色④2／3

輔韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で、口縁端部欠損。底部：平

底、内面撫で、外面回転箆切り。

13 H－3－11
　埋土

圷
須恵器

①［9．4］

②　3．1

①細粒②良好
③灰色④1／3

輔轄整形。口縁・体部：外傾から端部わずかに外反、内・外面撫で。底

部：平底、内面撫で、外面端部回転箆削り調整。

14 H－3－12
床直

台付盤

須恵器

①［27．1］

②（4．3）

①細粒②良好
③灰白色④3／4

鞭轄整形。口縁・体部：直立気味、内・外面撫で。底部：内面撫で、外

面回転箆削り。台部：欠損。

15 H－3－13
　埋土

丸底甕

土師器

①10。0
②（9．2）

①細粒②良好

③にぶい褐色④3／4

口縁部：外傾、内・外面横撫で。胴部：中位に器最大径を持ち、内面撫

で、外面横箆削り。底部：丸底。

16
H－3－14
埋土
甕
須恵器

①［16．3］

②19．5

①細粒②良好
③灰色④1／2

鞭韓整形。口縁部：外反気味、内・外面撫で、端部返し有。体部：中位

やや上に器最大径を持ち、上位内・外面撫で、下位外面平行叩き目文、

下位内面指押さえ痕有。

17
H－3－15
床直

長頸壷

須恵器

①　　一
②（12．6）

①細粒②良好③灰白色

④口縁・頸部欠損

輔韓整形。口縁・頸部：欠損。体部：中位やや上に器最大径を持ち、上

位外面撫で、下位回転箆削り、上位外面に沈線で区画した間に波状文を

入れた文様が巡る。台部：垂直から外傾。

18 H－3－16
床直

長胴甕

土師器

①20．6
②（7．2）

①細粒②良好

③榿色④口縁部

口縁部：外反気味、内・外面横撫で。胴部上位：内面撫で、外面斜め箆
削り。底部：欠損。

19 H－4－1
埋土

圷
土
師 器

①12．8

②　3．9

①細粒②良好

③明赤褐色④3／4

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

20雛 H－4－2
床直
蓋
須恵器

①［13．41

②（1．9）

①細粒②良好
③灰色④1／3’

輔輪整形。天井部：水平気味から外傾、端部内・外面撫で、返り有。摘
み＝欠損。

21 H－4－3
　埋土

圷，

須恵器

①［10．4］

②　3．6

①細粒②良好

③灰オリーブ色④1／2

鞭韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内・外面撫
で。

22 H－5－1
床直

圷
土
師 器

①10．6

②　3．2

①細粒②良好

③明赤褐色④完形

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

23 H－5－2
床直

圷
土
師 器

①11．1

②　3．3

①細粒②良好

③榿色④完形

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

24 H－5－3
床直

圷
土
師 器

①11．4

②　3．6

①細粒②良好

③赤褐色④ほぽ完形

口縁部：短く直立気味、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面
箆削り。

25 H－5－4
床直

圷
土
師 器

①12．5

②　4．6

①細粒②良好

③榿色④ほぼ完形

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

26 H－5－5
床直

圷
土
師 器

①13．8

②　4．9

①細粒②良好

③明赤褐色④ほぼ完形

口縁部：短く直立気味、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面
箆削り。

27 H－5－6
床直
蓋
須恵器
①［1L4］
②　3．5

①細粒②良好
③灰色④1／2

鞭轄整形。天井部：水平気味から外傾、外面回転箆削り、端部内・外面

撫で、返り有。摘み：宝珠摘み。

28 H－5－7
床直
蓋
須恵器
①　　一

②　　一

①細粒②良好

③灰色④破片

輔韓整形。天井部：水平気味端部欠損、外面回転箆削り。摘み：環状摘

みに4ヶ所穿孔。紐を通して使用したと考えられる。

29 H－5－8
埋土
圷
須恵器

①［9．6］

②　3．5

①細粒②良好

③灰色④ほぼ完形

鞭輪整形。口縁・体部：外傾から端部わずかに外反、内・外面撫で。底

部：平底、内面撫で、外面回転箆切り後撫で調整。

30 H－5－9
床直
圷
須恵器
①　9．8

②　3．2

①細粒②良好

③灰白色④ほぼ完形

鞭韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面切り離し後撫で調整。

31 H－5－10
埋土
圷
須恵器
①10．6

②　3．8

①細粒②良好

③灰色④3／4

轄輪整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面手持ち箆削り。

32 H－5－11
埋土
圷
須恵器
①［1L8］
②　3．9

①細粒②良好
③灰色④3／4

鞭轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で後口縁端部箆押さえ。底部：

平底、内面撫で、外面回転箆切り後撫で調整。
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33 H－5－12
　床直

摺り鉢

須恵器

①　　一
②（3．1）

①細粒②良好

③灰色④底部

軸轄整形。底部：外面撫で調整後47の穿孔、その後体部と接合、体部内
面撫で。

34 H－5－13
　床直

丸底甕

土師器

①15．8

②17．1

①細粒②良好

③榿色④完形

口縁部：外傾、内・外面横撫で。胴部：内面撫で、外面上位縦、下位横

箆削り、中位やや下に粘土付着。底部：丸底。

35 H－5－14
　床直

長胴甕

土師器

①23．2
②（33．2）

①細粒②良好
③榿色④4／5

口縁部：器最大径、大きく外傾、内・外面横撫で。胴部：内面撫で、外

面斜め箆削り。底部：欠損。

36 H－5－15
　床直

甕
土
師 器

①20．7

②（　）

①細粒②良好③榿色

④口縁～胴部上位

口縁部：外傾、内・外面横撫で。胴部上位：内面撫で、外面箆削り。

37 H－5－16
　床直

大　甕

須恵器

①［24．6］

②（12．7）

①細粒②良好

③灰色④破片

輔韓整形。口縁部：外反気味、内・外面撫で後外面上位に沈線を2条巡

らす。胴部：外面平行叩き目文。底部：欠損。

38 H－5－17
　床直

大　甕

須恵器

①［25．0］

②（12．9）

①細粒②良好

③にぶい榿色④破片

轄韓整形。口縁部：外反気味、内・外面撫で。胴部：内面青海波状文、

外面平行叩き目文。底部：欠損。

39 H－6－1
　床直

圷
土
師 器

①　9．8

②　2．9

①細粒②良好

③榿色④ほぼ完形

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で、外面
箆削り。

40 H－6－2
　床直

圷
土
師 器

①10．8

②　4．0

①細粒②良好

③榿色④ほぼ完形

口縁部：短く直立気味、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面
箆削り。

41 H－7－1
　床直

圷
土
師 器

①［10．8］

②　3．7

①細粒②良好

③にぶい榿色④1／3

口縁・体部：外傾、内・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、外面箆削
り。

42 1｛一7－2
　床直

圷
須恵器

①［12．2］

②（3．7）

①細粒②良好
③灰色④1／3

輔輻整形。口縁・体部：外傾から端部わずかに外反、内・外面撫で。底

部：平底、内面撫で、外面回転糸切り未調整。

43 1｛一7－3
　床直

甕
土
師 器

①［18．4］

②（14．7）

①細粒②良好

③榿色④破片

口縁部：弱い「コ」の字状口縁、内・外面横撫で。体部上位：内面撫で、

外面箆削り。底部：欠損。

44 H－8－1
　床直

圷
土
師 器

①10．7

②　3．5

①細粒②良好

③明赤褐色④完形

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

45 H一8－2
　埋土

圷
土
師 器

①10．3

②　3．3

①細粒②良好

③明赤褐色④完形

口縁部：短く内轡気味、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面
箆削り。

46 H－8－3
　床直

圷
土
師 器

①10．7

②　3．0

①細粒②良好

③明赤褐色④ほぼ完形

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

47 H－8－4
　埋土

台付盤

須恵器

①［27．2］

②（4．0）

①細粒②良好

③灰白色④破片

鞭轄整形。天井部：長く水平から端部外傾、端部内・外面撫で、返り無。

摘み：環状摘み。

48 H－8－5
　床直

甕
土
師 器

①16．8
②（7．2）

①細粒②良好③明赤褐

色④口縁～胴部

口縁部：外傾から外反、内・外面横撫で。胴部上位：内面撫で、外面箆
削り。

49 H－10－1
　埋土

かわらけ ①　’8．1

②　2．1

①細粒②良好

③榿色④ほぼ完形

輔韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で、端部わずかに肥厚。底部：

平底、内面撫で、外面回転糸切り未調整。

50 H－10－2
　床直

圷
須恵器
①13．9

②　4．0

①細粒②良好

③にぶい黄榿色④4／5

鞭韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面回転糸切り未調整。底径は口径の半分以下。

酸化焔焼成

51 H－11－1
　埋土

かわらけ ①　8．5

②　2．2

①細粒②良好③にぶい

黄榿色④完形

鞭輔整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内側に突出

気味、内面撫で、外面回転糸切り未調整。

52 H－11－2
　床直

かわらけ ①　8．5

②　2．2

①細粒②良好

③榿色④完形

韓韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面回転糸切り未調整。

53 H－11－3
　床直

かわらけ ①　8．5

②　1．8

①細粒②良好

③にぶい榿色④完形

鞭轄整形。口縁・体部：外傾、端部わずかに外反、内・外面撫で。底部：

平底、内面撫で、外面回転糸切り未調整。

54 H－11－4
　床直

かわらけ ①　9．0

②　2．2

①細粒②良好

③榿色④完形

韓轄整形。口縁・体部：外傾、端部わずかに外反、内・外面撫で。底部：

平底、内面撫で、外面回転糸切り未調整。

55 H－11－5
　床直

かわらけ ①　9．3

②　2．2

①細粒②良好

③榿色④ほぼ完形

輔韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面に突出

気味、内面撫で、外面回転糸切り未調整。

56
H－11－6
　竈内

羽　釜

須恵器

①10．5
②（7．2）

①細粒②良好③にぶい

榿色④ほぼ完形

鞭輻整形。口縁部：わずかに外傾、内・外面撫で。鍔部：断面三角形、

やや上向きに付く、撫で。胴部：内・外面撫で。底部：平底、内・外面
撫で。台部：欠損。

ミニチュア

酸化焔焼成

57 H－11－7
　床直

広口甕

須恵器

①［24．4］

②（9．0）

①細粒②良好

③榿色④口縁破片

韓輔整形。口縁部：短く外傾、内・外面横撫で。胴部上位：内面撫で、

外面箆削り。底部：欠損。

酸化焔焼成

58 H－11－8
　床直

広口甕

須恵器

①　　一
②（15．5）

①細粒②良好

③榿色④底部

輔轄整形。口縁部：欠損。胴部下位：内面鞭韓撫で、外面斜め箆削り。
底部：平底。

酸化焔焼成

59 H－13－1
　床直

圷
土
師 器

①10．6

②　3．6

①細粒②良好

③榿色④ほぼ完形

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

60 H－13－2
　床直

圷
土
師 器

①［11．8］

②　3．4

①細粒②良好
③榿色④2／3

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

61 H－13－3
　埋土

圷
土
師 器

①［12．0］

②　3．4

①細粒②良好
③榿色④1／2

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で、外面
箆削り。

62 H－13－4
　床直

圷
土
師 器

①13．6

②　4．4

①細粒②良好

③榿色④ほぼ完形

口縁部：短く内傾気味、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面
箆削り。

63 H－13－5
　埋土

圷
須恵器

①［12．1］

②（3．5）

①細粒②良好
③灰色④1／3

輔韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面回転箆削り。

64 H－13－6
　埋土

高台椀

須恵器

①［17．6］

②　4．5

①細粒②良好

③灰色④破片

鞭轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で。高台部：

削り出しの角高台。

65 H－13－7
　埋土

高台椀

須恵器

①　　一
②（2．3）

①細粒②良好

③灰色④破片

韓韓整形。口縁・体部：欠損。底部：平底、内面撫で。高台部：削り出
し高台。

外面自然粕
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66 H－13－8
床直

直口壺

須恵器

①［1L8］
②（5．6）

①細粒②良好

③灰色④口縁～体部

競韓整形。口縁部：緩やかに外傾、内・外面撫で、口縁端部箆押さえ。

体部上位：内・外面撫で。底部：欠損。

67 H－13－9
埋土

直口壷

須恵器

①［11．6］

②（11．7）

①細粒②良好③灰白色

④口縁～体部

韓轄整形。口縁部：外傾、内・外面撫で、口縁端部箆押さえ。体部上位：

内・外面撫で。底部：欠損。

68 H－13－10
埋土

長胴甕

土師器

①23．2
②（29．8）

①細粒②良好

③にぶい榿色④3／4

口縁部：大きく外傾｛内・外面横撫で。胴部：内面撫で、外面斜め箆削
り。底部：欠損。

69 H－14－1
床直

圷
土
師 器

①［1L8］
②　3．7

①細粒②良好
③榿色④2／3

口縁部：直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。

70 H－14－2
床直

圷
土
師 器

①［12．0］

②　4．4

①細粒②良好
③榿色④1／3

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

71 H－14－3
床直

圷
土
師 器

①［17．1］

②　3．3

①細粒②良好

③明赤褐色④1／2強

口縁部：外傾、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で、外面箆削
り。

72 H－14－4
床直

圷
土
師 器

①20．6

②．6．7

①細粒②良好

③明赤褐色④2／3

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
り。

73 H－14－5
床直

圷
土
師 器

①［15．2］

②　4．3

①細粒②良好
③榿色④2／3

口縁・体部：外傾、口縁端部内・外面横撫で、体部内面撫で、放射線状

の磨き有、外面箆削り。底部：平底、内面撫で、外面箆削り。

74 H－14－6
床直
蓋
須恵器
①12。6

②　2．1

①細粒②良好

③灰白色④3／4

韓韓整形。天井部：短く水平から外傾、外面回転箆削り、端部内・外面

撫で、返り有。摘み：環状摘み。

75 H－14－7
床直
蓋
須恵器
①18．3

②一3．5

①細粒②良好
③灰色④4／5

競韓整形。天井部：外傾、外面回転箆削り、端部内・外面撫で。摘み：
環状摘み。

76 H－14－8
床直
圷
須恵器
①12．6

②　3．7

①細粒②良好③にぶい

赤褐色④ほぼ完形

輔韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面手持ち箆削りる

77 H－14－9
床直
圷
須恵器
①12．6

②　3．4

①細粒②良好

③灰褐色④3／4

輔轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面手持ち箆削り。

78 H－14－10
床直
圷
須恵器

①［16．8］

②（3．6）

①細粒②良好

③黒褐色④破片

韓轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面回転箆削り。

79 H－14－11
床直
圷
須恵器

①［13．8］

②（4．4）

①細粒②良好

③灰褐色④2／5

鞭韓整形。口縁部：外傾、内面撫で、外面撫で。底部：浅い丸底、内面

撫で、外面手持ち箆削り。

80 H－14－12
床直
圷
須恵器

①［11．4］

②　4．3

①細粒②良好

③灰白色④1／2

鞭輔整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面回転箆切り。

内・外面自

然粕

81 H－14－13
埋土
圷
須恵器

①［12．0］

②（3．7）

①細粒②良好

③灰白色④破片

鞭韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面回転箆切り。

82 H－14－14
埋土
圷
須恵器
①［IL6］
②（3．4）

①細粒②良好

③灰白色④破片

鞭轄整形。口縁・体部＝外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面回転箆切り後撫で調整。

83 H－14－15
埋土

高台椀

須恵器

①［16．0］

②（4．1）

①細粒②良好
③灰色④1／4

輔轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面回転箆切り後撫で調整。高台部：削り出し高台。

84 H－14－16
埋土
高圷
須恵器

①　　一
②（7．4）

①細粒②良好

③灰黄色④脚部

軸轄整形。圷部：欠損。脚部：内・外面撫で、短脚一段4方向透かし。

85 H－14－17
床直

甕
土
師 器

①［12．3］

②（4．2）

①細粒②良好

③明赤褐色④口縁破片

口縁部：外傾、内・外面横撫で。胴部上位：内面撫で、外面箆削り。底
部：欠損。

86 H－14－18
床直

甕
土
師 器

①21．0
②（8．1）

①細粒②良好

③榿色④口縁部

口縁部：外傾、内・外面横撫で。胴部上位：内面撫で、外面箆削り。

87 H－15－1
床直

かわらけ ①［8．6］

②（2．6）

①細粒②良好

③にぶい褐色④1／2

鞭韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内側に突出

気味、内面撫で、外面回転糸切り未調整。

88 H－15－2
床直
圷
須恵器

①［14．8］

②（4．5）

①細粒②良好

③にぶい黄榿色④1／2

鞭轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面回転糸切り未調整。

酸化焔焼成

89 H－15－3
床直

羽　釜

須恵器

①［15．8］

②（8．2）

①細粒②良好

③榿色④破片

軸輔整形。口縁部：内傾から端部短く直立、内・外面撫で。鍔部：角形、

下向きに付く、器最大径、内面撫で、外面箆削り。底部：欠損。

酸化焔焼成

90 H－16－1
床直

かわら

け

①　8．4

②　2．0

①細粒②良好③明赤褐

色④ほぼ完形

軸輔整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内面撫で、

外面回転糸切り未調整。

91 H－16－2
床直

かわら

け

①［8．4］

②（2．2）

①細粒②良好
③榿色④1／4

輔韓整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：平底、内側に突出

気味、内面撫で、外面回転糸切り未調整。

92 H－17－1
床直

圷
土
師 器

①13．4

②　5．0

①細粒②良好

③明赤褐色④4／5

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削
りQ

（注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検出にっ

　　いては「竈内」と記載した。
　②口径、器高の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）、復元値を［］で示した。
　③胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9㎜以下）、粗粒（2．0㎜以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。
　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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Tab．6　元総社小見内Vlll遺跡／鉄器・鉄製品観察表

番号 遺構・層位 器種 最大長 最大幅 最大厚 重　さ 依存度 備　　　考

1 H－2・埋土 刀　　　子 （14．2） 1．7 0．5 22．0 先端欠

2 H－3・埋土 角　　　釘 （4．2〉 （0．5） （0．5） 7．1 破　　片
／

3 H－5・埋土 刀子
切先 （4．3） （0．8） （0．2）

8．5 破　　片
関部 （4．8） （0．8） （0．3）

4 H－5・床直 刀　　　子 （5．6） （0．7） （0．3） 3．7 破　　片

5 H－5・床直 角　　　釘 8．3 0．4 0．4 8．4 完　　形

6 H－5・埋土 鉄　　　鎌 、（5．7） （2．2） （0．1） 5．8 端部欠 柳歯形、中位に切り込み有。

（注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に

　　分けた。
　　②最大長・最大幅・最大厚の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。

Tab．7　元総社小見内V㎜遺跡／石製品観察表

番号 遺構・層位 器種 最大長 最大幅 最大厚 重さ 石　材 依存度 備　　　考

1 H－3・床直 砥　　　石 10．5 3．1 2．7 120．0 凝灰岩 不　　明

（注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に

　　分けた。
　　②最大長・最大幅・最大厚の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。

Tab．8　元総社小見内VIII遺跡／瓦観察表

番号 遺構番号／層位 器種 ①長さ②厚さ ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備考

1 H－7－1
　床直

平　瓦 ①（22．6）

②（2．7）

①細粒（砂粒少なく含む）

②良好③灰黄榿色④1／2

一枚作り。凹面：布目有。にぶい榿色粘土付着。上弦幅（23．2）cm。

凸面：撫で。箆書き文字有。側面：面取り2回。

箆書き文字

2 H－11－1
　床直

平　瓦 ①40．4

②　2。3

①細粒②良好

③灰黄色④2／3

一枚作り。凹面：布目有。中央に箆書き文字有。凸面：上位横、中・

下位縦縄叩き目痕有、撫で。側面：面取り2回。

箆書き文字

3 H－11－2
　床直

平　瓦 ①41．5

②　2．1

①細粒②良好

③にぶい榿色④2／3

一枚作り。凹面：布目有。中央に箆書き文字有。凸面：上位横、中・

下位縦縄叩き目痕有、撫で。側面：面取り2回。

箆書き文字

4 H－11－3
　床直

平　瓦 ①（16．8）

②（2．4）

①細粒②良好

③灰白色④破片

凹面：布目有。箆書き文字有。凸面：縦縄叩き目痕有。 箆書き文字

5 H－11－4
　床直

平　瓦 ①（19．2）

②（1．7）

①細粒②良好

③にぶい黄榿色④破片

一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。側面：面取り3回。

6 H－11－5
　床直

平　瓦 ①（15．4）

②（1．5）

①細粒（砂粒少なく含む）

②良好③灰色④破片

一枚作り。凹面：布目有。にぶい榿色粘土付着。凸面：縦箆削り後撫

で。側面：面取り1回。

7 H－11－6
　竈内

丸　瓦 ①39．2

②（1．7）

①細粒②良好

③灰黄褐色④2／3

凸面：わずかに縄叩き目痕有、横撫で。凹面：布目有。側面：面取り

2回。

8
H－15－1
　床直

平　瓦 ①（27．8）

②（L8）

①細粒（砂粒少なく含む）

②良好③にぶい黄榿色

④破片

一枚作り。凹面：布目有。凸面：横撫で。にぶい榿色粘土付着。側面：

面取り2回。

9
H－15－2
　床直

平　瓦 ①（14．5）

②（2．1）

①細粒（砂粒含む）

②良好③にぶい黄榿色

④破片

一枚作り。凹面：布目有。凸面：わずかに縄叩き目痕有、撫で。榿色

粘土付着。側面：面取り2回。

10 D－4－1
　床直

平　瓦 ①40．9

②（1．7）

①細粒②良好

③暗灰色④1／2

一枚作り。凹面：わずかに布目有、撫で。箆書き文字有。凸面：縦・

斜め縄叩き目の痕有。側面：面取り2回。

箆書き文字

11 D－4－2
　床直

平　瓦 ①（13．6）

②（3．0）

①細粒（砂粒含む）

②良好③褐灰色④破片

一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。側面：面取り2回。

（注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。

　②長さ、厚さの単位はcmである。現存値を（）、復元値を［］で示した。
　③胎土は、細粒（0．9㎜以下）、中粒（1．0～1．9㎜以下）、粗粒（2．0㎜以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は瓦外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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VII考 察

　ここでは、元総社蒼海遺跡群での従来の様式に従い、検出された遺構を1期（～7世紀前半：律令期以前）、II

期（7世紀後半～10世紀初頭：律令期）、III期（10世紀初頭～：律令期以後）の3期に区分し考察していきたい。

1　元総社小見内V皿1遺跡

　本調査区は、推定国府域の北西で、推定国分尼寺の南東約110mと約290mの2ヶ所の地点に分かれており、北

側をA区、南側をB区とした。

　A区の地層は、現耕作土下に20cm程のAs－B混土層があり、その下にHr－FPを含む暗褐色土が30cm程堆積し、

地山のローム層に移行する。B区の地層は、現耕作土下に30cm程のAs－B混土層があり、その下にAs－C・Hr－FP

を含む黒褐色土が20cm程堆積し、地山のローム層に移行する。B区の地層は、緩やかに南に向かって傾斜してい

る。

　調査の結果、竪穴住居跡16軒、竪穴状遺構1軒、溝跡5条、道路状遺構1条、土坑17基、ピット8基が検出さ

れた。

（1）本遺跡の遺構について

本調査区で、時期の限定できる遺構について下の表にまとめてみた。

Tab．9　時期別の遺構数

時　　　期
遺　　　　　　　　　　　　構

合計
竪穴住居　跡 掘立柱建物跡 溝　　跡 その他

1期 ～7世紀前半

7世紀
前半

中頃

II期

後半

8世紀
前半 H－3・5・13・14・17 5
中頃

後半 H－4・6・8 3

9世紀
前半 H一一2 1
中頃 H－7 1
後半

m期 10世紀前半～ H－10●　11●15●　16 T－1 W－1・2・3・4・5 A－1 11

合　　　計 14 1 5 1 21

1期では遺構の検出はなかった。しかし、遺物の出土はあり、近隣に遺構のあった可能性は考えられる。

II期では、竪穴住居跡のみ10軒を検出した。ここで、竪穴住居跡の規模と主軸方向をみてみたい。

Tab．10　11期の竪穴住居跡の比較

時期 東西辺の長さ 住　居　Nα 主軸方向 住居NQ・ 総数

8世紀前半
～3m ～N－70。一E H－3　●　5　●17 5
3m～5m H－5・13・14・17※ ～N－90。一E H－13・14
5m～ H－3 N－goo－E～

8世紀後半
～3m ～N－70。一E H－8 3
3m～5m H－4・6・8 ～N－90。一E H－6
5m～ N－90㌧E～ H－4

9世紀前半
～3m ～N－70。一E 1
3m～5m H－2※ ～N－goo－E

5m～ N－90。一E～ H－2

9世紀中頃
～3m ～N－70。一E 1
3m～5m H－7 ～N－90。一E

5m～ N－90。一E～ H－7

（注）本調査では、竪穴住居跡

　　の全てを検出できたもの

　　が少なく、そのため、比

　　較にあたり、竪穴住居跡

　　の「東西辺の長さ」を使

　　用した。

＊　「東西辺の長さ」が計測で

　きないものに関しては、「南

　北辺の長さ」や「床面」の

　状態から、「東西辺の長さ」

　を想定した。
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　竪穴住居跡は、8世紀前半のものが5軒、8世紀後半のものが3軒、9世紀前半のものが1軒、9世紀中頃の

ものが1軒である。規模は東西辺3m～5mのものがほとんどで、主軸方向は律令期前半ではN－90。一E以下に

集中するが、それ以降はばらつきがある。

　ここで、特筆すべき住居跡が2軒ある。A区の8世紀前半のH－3とH－5である。規模はH－3が5mを越

えるが、H－5は4m弱、主軸方向はともにN－60。一E前後であるのだが、両住居跡からは土師器圷が多量に出

土している。H－3からは破片から想定して21個、H－5からは想定57個が出土しており、また、H－3からは

須恵器台付長頸壷や須恵器台付盤が出土し、H－5からは須恵器大甕や須恵器播り鉢が出土している。多量の土

師器圷とともに特殊な須恵器が共伴していることから、これら2つの住居跡が厨屋的存在であった可能性が指摘

でき、この近くに公的施設があった可能性も考えられる。

　本遺跡では、8世紀前半竪穴住居跡が出現し、それらの規模と主軸方向はおおむね画一化する。そして、8世

紀後半には若干住居跡が減り、9世紀前半・中頃にはまばらになる。さらに、本遺跡では掘立柱建物跡の検出が

ない。このことから、この周辺には国府創建期の土地利用に於いて大きな規制があったと考えられる。また、国

分寺・国分尼寺創建期から住居跡が希薄になることから、国府や国分寺の維持管理に関わりのある人たちの一時

的な存在も想定される。

　III期では、竪穴住居跡4軒、竪穴状遺構1軒、溝跡5条と道路状遺構1条を検出した。竪穴住居跡と竪穴状遺

構は、A区では検出されず、B区の半分辺りから北方で検出された。道路幅の狭い部分での調査のため確かなこ

とは言えないが、過年度調査の元総社小見内皿遺跡でA区の近くをみてみても、検出された遺構に竪穴住居跡が

なく土坑墓や地下式土坑であることから、A区周辺は集落の周辺部であった可能性が高い。溝跡は、A区のW－1

とB区のW－2は形状や埋土の状況に似ている部分が多くあり同一のものである可能性が高い（W－3とともに

詳細については後述）。W－4・5は、ともに流水の形跡はなく形状や規模に近いものがあり、区画的な役割を果

たしていたと思われるが、両溝跡が同時期に機能していたかは確かでない。

　本調査区での住居跡の移り変わりを見てみると、8世紀前半から人々の生活が始まり、8世紀後半には人々の

生活が希薄になり、国府・国分寺の機能が衰えてる9世紀後半には一時期中断する。そして、10世紀になって、

また、住居跡の配置が濃密にみられるようになる。このことは、国府・国分寺周辺の土地利用に関する規制が、

10世紀になると弱くなってきたと考えられ、この地域は国府・国分寺との強い関連のもとで集落形成がされてき

たとの見方ができる。

（2）A区W－1号、B区W－2・3号溝跡について

　A区W－1号溝跡は、東側のみの検出であるが主軸方向N－40。一Wで現道と平行している。形状は逆台形で、

埋土には中間層・最下部層ともにAs－Bを含み、埋没していく過程で何枚かの硬化面があり、この溝を道路とし

て利用していたと考えられる。このA区W－1号溝跡の北西約80mの国分尼寺寺域確認調査IIの第6トレンチで

も同様な溝跡が検出されている。この溝跡も東側のみの検出であるが、主軸方向N－400－Wで現道と平行してお

り、形状は逆台形で埋土にAs－Bが混じる。このことから、A区W－1号溝跡は、国分尼寺の南東隅から、約110

m現道と平行して走行していることがほぼ確実と考えられる。

　B区W－2号溝跡はW－3号溝跡と重複しているが、埋土に違いが見られず、最初は最大上幅9m以上の大溝

であると思われた。調査を進めていく中で、初め形状が逆台形のW－2号溝跡が掘られ、次にW－2号溝跡の南

辺部に形状がU字形のW－3号溝跡が掘られたことが確認できた。両溝跡とも主軸方向N－6go－Wで、埋土には

中問層・最下部層ともにAs－Bを含み、埋没していく過程で何枚かの硬化面があり、これらの溝を道路として利

用していたと考えられる。なお、W－2号溝跡とW－3号溝跡との間にどのくらいの時間差があるかは確定でき

ていない。このW－2・3号溝跡の西約40mに位置する元総社小見内III遺跡でも、同様な溝跡が検出されている。

その溝跡は、主軸方向N－89。一E、形状が逆台形で、埋土にAs－Bを含み、埋没していく過程で何枚かの硬化面

がある。さらに、その溝跡が湾曲して同遺跡の他の溝跡につながる可能性も指摘している。

　本遺跡の溝跡・国分尼寺寺域確認調査IIの溝跡・元総社小見内III遺跡の溝跡は、形状が逆台形で、埋土にAs－B

を含み、何枚かの硬化面を持つことなど共通の性格があり、主軸方向に大きな隔たりがありその屈曲部分の確認
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はできていないが、同一の溝跡である可能性が高いと考える。さらに、これらの溝跡は、推定国府域と推定国分

尼寺を結ぶ線上にあり、元々は国府に関連する溝跡であり、蒼海城の城郭形成に再度利用され、変遷を遂げてき

た可能性もある。次年度以降の調査で明らかになることを期待したい。

（3）瓦について

　本遺跡地周辺では、山王廃寺・国府・国分寺衰退後に、そこで使われていた瓦を竪穴住居跡に持ち込んだとみ

られ、その時期や使われ方に統一性はみられない。今回の調査では、竪穴住居跡や土坑から瓦の出土があった。

瓦2・3（平　瓦）

　　中央部に箆書き有。胎土・焼成から山王廃寺の文字瓦に近い。

　　（山王廃寺第6次発掘調査報告書の区分…III類）

瓦10（平瓦）

　　上部隅に箆書き文字『二』有。台之原廃寺で同様な文字有。東毛の瓦窯か。国分寺創建期。

2　総社甲稲荷塚大道西IV遺跡

（1）本遺跡の遺構について

　1期では、畠跡と溝跡1条を検出した。畠跡は、埋土からHr－FA降下以降から7世紀代と考えられ、溝跡もそ

れに伴うものと思われる。畠跡では、時期差は確定できないが3方向の耕作痕を検出した。一番古いものの主軸

方向はN－37。一W、次に古いものの主軸方向はN－550－E、一番新しいものの主軸方向はN－85。一Eである。溝

跡の主軸方向N－300－Wと耕作痕の主軸方向を考えると、溝跡は2番目に古いものに伴うものと考えられる。今

回検出した畠跡は、総社甲稲荷塚大道西皿遺跡で検出された畠跡の続きで、この辺りのY73グリッド線より北側

は、当時の生産域であったことが想定される。

　II期では遺構の検出はなかった。遺物の出土もほとんどなかったが、低い土地で、洪水等の影響で居住域とし

ては適さないことから、1期と同じように生産域であった可能性が想定される。今後の調査で明らかになること

を期待したい。

　III期では、畠跡と溝跡4条、井戸跡1基、土坑3基、ピット39基を検出した。W－1・2・3については、流

水の痕跡はなく、W－4は流水の痕跡があった。遺物の出土もほとんどないことから、III期に於いても、この辺

りは生産域であったことが想定される。

＜参考文献＞

『前橋市史』第1巻　1971　前橋市史編さん委員会

『群馬県史』通史2　原始古代　1991群馬県史編さん委員会
『文化財調査報告書第13集』閑泉樋遺跡　1982前橋市教育委員会
『元総社明神遺跡1～X皿』　1982～1997　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

『上野国分僧寺・尼寺中問地域』（5）1991群馬県埋蔵文化財調査事業団

『上野国分寺』　1988群馬県埋蔵文化財調査事業団

『上植木廃寺』概報　1987伊勢崎市教育委員会

『山王廃寺発掘調査概報』第2次～第7次　1976～1982　前橋市教育委員会

『元総社寺田遺跡』1～III1993～1996群馬県埋蔵文化財調査事業団
『総社閑泉明神北遺跡』　1999　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

『上野国分尼寺寺域確認調査』　2000　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

『元総社宅地遺跡・上野国分尼寺寺域確認調査II』　2000　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

『元総社蒼海遺跡群　総社甲稲荷塚大道西遺跡・総社閑泉明神北II遺跡・総社甲稲荷塚大道西II遺跡』　2001前橋市埋蔵文化財発掘調

　　査団
『元総社蒼海遺跡群　元総社小見内皿遺跡』2001前橋市埋蔵文化財発掘調査団
『元総社蒼海遺跡群　元総社小見内IV遺跡』2002前橋市埋蔵文化財発掘調査団
『元総社蒼海遺跡群　総社甲稲荷塚大道西皿遺跡・総社閑泉明神北III遺跡』2002　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

『元総社蒼海遺跡群　元総社小見III遺跡・元総社草作V遺跡』2002　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

『元総社蒼海遺跡群　元総社小見II遺跡』　2002　前橋市埋蔵文化財発掘調査団
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H－1号住居跡　ベルトセクション

現耕作土

灰黄褐色粗砂層

黒褐色粗砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒褐色微砂層

黒褐色微砂層

H－2号住居跡　ベルトセクション

1現耕作土
2　灰黄褐色細砂層

3暗褐色細砂層
4暗褐色細砂層
5暗褐色微砂層
6褐色微砂層

Ox　As－B含む
O×　As－B混じる

○O　Hr－FP・As－B含む

◎O　As－C多く含む、Hr－FP含む

○◎　As－C含む、Hr－FPわずかに含む、炭化物少なく含む

◎◎As－Cわずかに含む

◎×　As－B混じる

○O　HセFP多く含む、焼土粒少なく含む、炭化物わずかに含む

○O　Hr－FP少なく含む、南側に焼土粒含む

△◎　Hr－FPわずかに含む、南側に焼土粒多く含む、炭化物含む

△◎　Hr－FPわずかに含む、焼土粒・白色粘土多く含む、炭化物含む

P5

H－2号住居跡柱穴計測表

Lニ1240m
マー

A Aノ

Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P5 楕円形 （98） （30） （14） 貯蔵穴
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H－4・6号住居跡　ベルトセクション

1現耕作土
2　灰黄褐色細砂層　　　○×　As－B混じる

3　黒褐色細砂層　　　　OO　As－C・Hr－FP・As－B含

　　　　　　　　　　む、焼土粒・炭化物わず

　　　　　　　　　　かに含む
4　にぶい黄褐色細砂層　○O　Hr－FP多く含む、焼土粒

　　　　　　　　　　含む、炭化物わずかに含

　　　　　　　　　　む
5　にぶい黄褐色細砂層　OO　Hr－FP少なく含む、黄榿

　　　　　　　　　　色土混じる
6　にぶい黄褐色細砂層　△O　Hr－FP多く含む、焼土

　　　　　　　　　　粒・炭化物含む
7　灰黄褐色細砂層　　　△O　Hr－FP少なく含む、焼土

　　　　　　　　　　粒含む、下部に粘土混じ

　　　　　　　　　　る
8　にぶい黄褐色微砂層　△O　As－C多く含む、Hr－FP

　　　　　　　　　　含む
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Fig．9　元総社小見内wl遺跡／H－1・2・4・6号住居跡
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H－3号住居跡　ベルトセクション

1　灰黄褐色細砂層　　　OO　Hr－FP含む、焼土粒含む

2　暗褐色細砂層　　　　OO　Hr－FP少なく含む、黄榿色土混じる

3　にぶい褐微砂層色　　O◎　崩れた粘土

H－3号住居跡　竈セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　OO　Hr－FP含む、焼土粒多く含む、炭化物少なく含む

2　灰黄褐色細砂層　　　△O　Hr－FP少なく含む、焼土粒含む、炭化物少なく含む

3　灰黄褐色微砂層　　　○◎　焼土粒含む

4　灰褐色微砂層　　　　△◎　焼土粒含む

L＝123．7m　　　1

2

H－3号住居跡　P1・P2・P3・P4号柱穴セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△O　Hr－FP少なく含む

H－3号住居跡柱穴計測表
Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 円　形 34 32 47

P2 楕円形 33 27 46．5

P3 円　形 40 36 51

P4 楕円形 38 28 36

P6 円　形 26 22 7．5

0

4

3

1：30

畷
1m

q

Fig．10元総社小見内WI遺跡／H－3号住居跡
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●41
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43

彪

　ノA

㊨

0 1　60 2m

H－7号住居跡　ベルトセクション

1　にぶい黄褐色細砂層　○O　Hr－FP多く含む、As－C少なく含む、焼土粒わずかに含む

H－8

灘

工

吋

1田

常
憲
鯉
QO
日

1咳

レ

　●●
45　47

　●
　48

や

46

●

44

憾

㊨
タ

レ

A　L＝123．8m

H－7

諺

A’

0 1　60 2m

H－8号住居跡　ベルトセクション

1　暗褐色細砂層

2　黒褐色細砂層

3　黒褐色細砂層

4　灰褐色微砂層

5　榿色微砂層

6　灰褐色微砂層

○O　Hr－FP含む、焼土粒含む

○O　Hr－FP少なく含む

△O　Hr－FPわずかに含む、焼土粒わずかに含む

△◎　Hr－FP少なく含む、焼土粒含む、灰混じる

△×

△◎　炭化物含む、灰混じる

Fig．11元総社小見内v皿1遺跡／H－7・8号住居跡
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刈
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H－5 ＼①

　　　　　P4
　　　　　qγ
　26　　　　29
　　　　　　　　1／／路　／

もRシ調、組

　　　　捜舜轟豆
　　　36　絶◎
　　　　　愉　　　　　　　　　l　　　P3　　　　　　　　　置
　　　　　　貿／　ン

　　　　タ．k◎兜
　　　　　　　　　＼P6
　　　　　　　　　　￥

ノ！／
35＼

㊨

μ

玄

P5

～

C
、

C　L＝123．6m

S

Iq

C診

、

Cノ

勿

D　L＝123．6m

　　1S　 2S
　　3

Dノ

￥吸

％

A　L＝123．7m Aノ

0 1：30 1m

諺 H－5号住居跡　竈セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　△○　粘土粒含む

2　灰黄褐色細砂層　　　△○　粘土粒含む、焼土粒わずかに含む

3　灰黄褐色微砂層　　　△◎　粘土多く混じる

4　にぶい黄褐色微砂層　△○　焼土粒・粘土粒含む

L＝123．1m

E　　Eノ
ー彫一

L＝123．1m
F　

Fノ

彫
Lニ1232m
G　　α

砺
H－5号住居跡　ベルトセクション

1　にぶい黄褐色細砂層　△O　Hr－FP多く含む、炭化物含む

2　黒褐色細砂層　　　　○O　Hr－FP多く含む、炭化物少なく含む

3　暗褐色細砂層　　　　OO　Hr－FP少なく含む

4　にぶい黄褐色微砂層　△○　黄撞色土混じる

L＝123．2m

H　　H’
一213一

励
0

Lニ123．2m

l　　　Iノ

嘘
1：60 2m

H－1号住居跡柱穴計測表
H－5号住居跡　P1・P2・P3・P5号柱穴セクション
1　灰黄褐色細砂層　　　○△　黄榿色土混じる

H－5号住居跡　P4号柱穴セクション

1　灰黄褐色微砂層　　　△◎　白色粘土系焼土粒含む

2　にぶい黄榿色細砂層　△×

3　灰黄褐色細砂層　　　○△　黄榿色土混じる

Nα 形状 長軸（㎝） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 楕円形 39 28 12．5

P2 楕円形 30 23 15

P3 円　形 33 32 18

P4 円　形 37 34 23

P5 楕円形 63 55 29 貯蔵穴

P6 円　形 19 17 12

P7 円　形 17 17 11

Fig．12元総社小見内VI皿遺跡／H－5号住居跡

一30一



ε

oo

㊤

①

㎝

轟

N

獣

①

㎝

“

一

1田

い
“

一
NNbo
日

1頃

調
査
区
外

1田

H－10・11・12

A

H－12

　　　ノ　　じ　ロロじ，一’　　　　　　　、
￥
＼

￥

￥

￥

￥

￥

㊨

●

54

H－11

55

ぐ

　　　　　　　　，　　一

50　噂●49

￥

￥

、

●

53

●

52

￥

58

57b

、

7

56

／じ

C
冷

iu

ろ

暮
　、

⑨

切

H－10
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Iq

Cノ

E

C　L＝122．2m

笏
P

D　L＝122．2m

1

1

霧

饗
Dノ

E　L＝122．3m

￥低

Cノ

Eノ

Eノ

A　L＝122．3m

諺
Aノ

鍵
0 1　60 2m

H－10・11・12住居跡　ベルトセクション

1　現耕作土

2　にぶい黄褐色細砂層

3　にぶい黄褐色細砂層

4　灰黄褐色粗砂層

5　にぶい黄褐色細砂層

6　にぶい黄褐色細砂層

7　灰黄褐色細砂層

8　黒褐色細砂層

9　にぶい黄褐色細砂層

10灰黄褐色細砂層

11　黒褐色細砂層

○△

×○

○△

○○

○○

○○

○○

OO
OO
OO

F　L＝122．3m

　　1

・嚢

F’

As－B混じる

Hr－FP・As－B含む

As－C・Hr－FP含む、炭化物わずかに含む、H－11覆土

As－C・Hr－FP含む、黄榿色ブロック・炭化物わずかに含む、H－11覆土

As－C・Hr－FP少なく含む、H－11覆土

As－C・Hr－FP含む、炭化物わずかに含む、H－12覆土

As－C・Hr－FP多く含む、H－12覆土

Hr－FP少なく含む、黄榿色土わずかに混じる、H－10覆土

0 1　30 1m

H－10号住居跡　竈セクション

灰黄褐色細砂層

黒褐色細砂層

灰褐色細砂層

明褐色微砂層

褐色微砂層

OO
OO
O◎

◎×

△◎

Hr－FP含む

Hr－FP少なく含む、焼土粒少なく含む

焼土粒・炭化物含む

焼土ブロック

灰層

H－11号住居跡　竈セクション

1　灰黄褐色細砂層　　　○0

2　灰褐色細砂層　　　　OO

3　黒褐色微砂層　　　　△O

HむFP少なく含む、下部に焼土粒含む

Hr－FPわずかに含む、焼土粒含む

灰層

Fig．13　元総社小見内wl遺跡／H－10～12号住居跡
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勿

1　30 ・1m

0 1　60 2m H－13号住居跡　竈セクション

H－13住居跡　ベルトセクション

現耕作土

にぶい黄褐色細砂層

灰黄褐色粗砂層

灰黄褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

黒褐色細砂層

O△

O△

OO
OO
OO

As－B混じる

As－C・Hr－FP含む

Hr－FP多く含む、As－C含む、下部に黄榿色ブロック含む

Hr－FP少なく含む、白色粘土ブロック少なく含む

灰黄褐色細砂層

灰褐色細砂層

褐色細砂層

灰褐色細砂層

黒褐色細砂層

○○

○○

OO
OO
OO

Hr－FP含む

焼土粒・焼土ブロック含む

焼土ブロック含む、炭化物わずかに含む

Hr－FP少なく含む、焼土粒・焼土ブロック含む

白色粘土多く含む、焼土粒・炭化物含む

H－15 A A㊨
B Bノ

調
査
区
外

ぐ

88

●

89

87

逡’

旦　L＝122．5m

0

Bノ

1　30 1m

L＝122．7m

A
3
1
2
4
3

笏

Aノ

H－15号住居跡　　　　　ベルトセクション

現耕作土

灰黄褐色粗砂層　　　△X　As－B多く含む

にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C・Hr－FP少なく含む

暗褐色細砂層　　　　○O　As－C・Hr－FP少なく含む

0 1　　60 2m
H－15号住居跡　竈セクション

1　灰黄褐色細砂層　　　OO

2　灰褐色細砂層　　　　OO

Hr－FPわずかに含む、焼土粒・炭化物わずかに含む

Hr－FPわずかに含む、焼土粒少なく含む

Fig．14　元総社小見内wl遺跡／H－13・15号住居跡

一32一



＼o

H－14・D－13

1切

い
ll

－
NN6
日

仲
㊨

C

3

A
一

2

懸
匝

Cノ

て型コも．d　，
・螺＿　　　　　　　翻7　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　夕　　　　＼
　84　69　7　　　6穿給
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ　　　　　　　　　　　σ4　P3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　P2　P　（⊃75
　　　　　　　　　11　　　　　　　　　￥＼ノ’一，・『　　　　　　　　＿＿魅と一∠，’一一一’

　　　　82　　　　　．，！1一　　　　　　　　立　　L＝122．5m

　　　　　　　　　D－13

A　　L＝122．5血

＼o・

、帆

6
7

0

…奎

1二60

Aノ

，2m
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Dノ
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H－14号住居跡　ベルトセクション

1　灰黄褐色粗砂層　　　△×　As－B多く含む

2　にぶい黄褐色細砂層　△○　黄榿色土わずかに混じる

3　灰黄褐色細砂層　　　△○　炭化物わずかに含む、黄榿色土わずかに混じる、D－13覆土

4　にぶい黄褐色細砂層　△○　黄榿色土少なく混じる、D－13覆土

5　灰黄褐色細砂層　　　○O　Hr－FP・As－Bわずかに含む、D－13覆土

6　にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C・Hr－FPわずかに含む

7　黒褐色細砂層　　　　○O　Hr－FP少なく含む、黄撞色ブロックわずかに含む、北側に炭化物の層あり

8　にぶい黄褐色細砂層　△O　Hr－FPわずかに含む、黄榿色土混じる

9　にぶい黄褐色細砂層　△◎　黄榿色土混じる

0 1＝30

H－14号住居跡柱穴計測表

1m

Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 楕円形 43 32 13

P2 円　形 33 29 15

P3 楕円形 50 43 35

P6 円　形 31 28 11

H－14号住居跡　竈セクション

1　灰黄褐色細砂層　　　△O　As－C・Hr－FP・As－B含む

2　にぶい黄褐色細砂層　OO　Hr－FP含む、白色粘土ブロック少なく含む

3　にぶい黄褐色細砂層

Fig。15元総社小見内VIII遺跡／H－14号住居跡
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調査区外

●91

P5

o・

氏∈う
H－16号住居跡　ベルトセクション

現耕作土

褐灰色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

6　黒褐色細砂層

7　にぶい黄褐色細砂層

△△

OO
OO
OO

　　As－C少なく含む、As－B混じる

　　As－C含む、Hr－FP・As－B少なく含む

　　As－C含む、Hr－FP少なく含む

　　As－C含む、茶色粘土プロック含む、茶色い軽石少

　　なく含む

OO　As－C・Hr－FP少なく含む、茶色粘土ブロック少な

　　　く含む

◎O　As－C少なく含む、炭化物少なく含む

L＝122．3m

A 1 　ノA

2

％
6

3

4

5

H－16号住居跡柱穴計測表

Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P5 楕円形 92 61 26 貯蔵穴

0 1 60 2m

H－17　　　　　ム
調査区外

●92
Aノ

P6
㊤

○
H－17住居跡　ベルトセクション

現耕作土

灰黄褐色粗砂層

灰黄褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

黒褐色細砂層

○△

○○

OO
OO

As－B混じる

Hr－FP・As－B含む

Hr－FP含む、黄榿色ブロック少なく含む

Hr－FP含む、黄榿色ブロック含む

L＝122．5

A 2
1 A’

2
3

4 W－2

5

0 1 60

形
2m

．㊤

H－17号住居跡柱穴計測表

T－1
　　△一

調査区外

L寓1224m
Aノ

Nα 形状 長軸（cm） 短軸（㎝） 深さ（cm） 備考

P6 楕円形 21 17 23．5

T－1号竪穴状遺構　ベルトセクション

A 1
2 2 2

諺

現耕作土

灰黄褐色粗砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

にぶい黄褐色微砂層

O△

○○

OO
O◎

As－B多く含む、Hr－FPわずかに含む

Hr－FP・As－B含む

Hr－FP・As－B含む、黄榿色土混じる

％
0 1 60 2m

Fig．16　元総社小見内wH遺跡／H－16・17号住居跡、T－1号竪穴状遺構
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現耕作土

灰黄褐色細砂層

灰黄褐色細砂層

灰黄褐色細砂層

灰黄褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

黒褐色粗砂層

黒褐色粗砂層

褐灰色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

褐灰色細砂層

暗褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

暗褐色細砂層

○×

◎○

○×

◎×

○×

◎×

○×

◎×

△×

◎×

○○

◎O

OO

Hr－FP少なく含む、As－B混じる

As－B含む、硬化面

As－B含む、Hr－FPわずかに含む

As－B含む、硬化面

As－B含む

As－B含む、硬化面、砂利層

As－B含む、炭化物わずかに含む、砂利層

As－B含む、硬化面、砂利層

As－B含む、Hr－FPわずかに含む

As－B含む、硬化面、砂利層

As－B含む、Hr－FP少なく含む

As－B含む

As－B含む、Hr－FPわずかに含む、黄榿色ブロック含む

Fig。17元総社小見内「㎜1遺跡／w－1号溝跡
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Fig．19元総社小見内vIll遺跡／w－4・5号溝跡、D－1～6号土坑
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D－8号土坑セクション
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1　黒褐色細砂層　　　　○△　As－B多く含む、As－C含む、

　　　　　　　Hr－FP少なく含む
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Fig．20元総社小見内vlll遺跡／D－7～17号土坑、P－1～8号ピット
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Fig23総社甲稲荷塚大道西lv遺跡／二面目畠跡、w－5号溝跡
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P－28号柱穴セクション

1　暗褐色細砂層　　　　○△　As－B含む

P－29号柱穴セクション
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P－31号柱穴セクション
1　褐色細砂層　　　　　○△　As－B含む、As－C少なく含む

P－32号柱穴セクション
1　暗褐色細砂層　　　　○△　As－B含む、As－C少なく含む

P－33号柱穴セクション

1　黒褐色細砂層　　　　O△

P－34号柱穴セクション

1　暗褐色細砂層　　　　○△　As－B含む、As－C少なく含む

P－35号柱穴セクション
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P－36号柱穴セクション
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P－37号柱穴セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　O△　As－B含む、Hr－FP少なく含む

P－38号柱穴セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　○△　As－B含む、Hr－FP少なく含む

P－39号柱穴セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　O△　As－B含む、Hr－FP少なく含む

Fig．26総社甲稲荷塚大道西lv遺跡／P－15～39号ピット

一46一



H－2 H－3

／ ＼

一＼

＼
2

ノ

1

鶴聯
　矯燃4．　畔

一
一

乙

一 3

一

＼N

4＼

k
一〆　＼

6

～
一

＼
一乱

ら
一

5

ム

～

一閣r－2』一一一』，

＝
一一

9

10

4

12

一 ＼§ 8
一

→』　　　　　，一》

＼　　　　　麟

＼
＼

＼　　　＼

ノ〉 15

一

　～
＼
　く＼，

＆＼ 8

11

一　　一

一 一一
13

） （

簸，驚、
　犠羅　鮮
　灘銀　轟
ンィ・物一贈巻

　　　勇『

　　　饗掃｝伽灘轡
．，’馨、
’・i落瞳

㌶　　　撫戴

／
＼　＼＼

＼
18

態灘雛擁一
織織灘舞

ン　　　も

σ阜f峯

ψ㌃

」　1へ　　滋＼　一
．　　『　　　　柔
　　ぐぺぢ

　　瀬襲

　　（
△◎一勿
　　／へ）ノ

泌く）〃

　　　　　　　　　16

0 1／3 10cm

Fig．27元総社小見内Vlll遺跡／H－2・3号住居跡出土の遺物

一47一



H－4 H－5

　　　一〃

　　　　＼
　　　＼ 19

一 ｝

21

20

　　＝
，　調』

　＼＼
22

“ 一 23

＼
ム

24卜

～

25　／

一一

一

》 ノ1

＼

27

一　　＼
　　28

ノ

33

、遍

レ

26

4」一　　　〆

〆

30

一 一

一一 一
31

　　　　＼
　　　＼　　　＼

　　誉く＼

＼＼＼

～

＼

＼

＼

＼

29

ノ　＼

ノ

一

一
ゴ

2、　　　一一一瞬一詣』
／　，　　　＿一』

＿＿，＿くフ　　　　　　34

32

！

／

～

、

／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　純　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織　　　　　　　　　　　　　　罰
　　　　　　　　　／　一一

　　　イ735　　　・

Fig．28元総社小見内v皿1遺跡／H－4・5号住居跡出土の遺物

　　　　　　　　　　一48一

0 1／3

＼
36

10cm



H－6

　　～N＼　♪／『 39

一　一

40

～
／

一ら
〆

H－8

一ら 一
44甫

45

一

＼
～

μ
ジ　タ

H－7

ク　　　　μ

〃’　　　　〆

　〆
一
4
41

46

42

臼

￥， 47

一一
1

　　　／

1＼＼＼
1＼ ＼

　48 ＼

一

。一

一コ

＼

～　　　4」一一 レ

～

＼＼ ＼＼

／

43

／

H－5

　　　　狸　　　r・騒・
　．ン
　　　ぜ．♪、∫ド9糠’

誇4　　　移・
　　　　一飛

、　』1．

’！

ト

野

　　、．
憂・急継響

　　　　　　繁
磁顯纏・瞬域

鷺～燕灘繊
樫・　　　　　藩、
蚊

鍵
1繕
　ド

＼
37

／

磯．一讃．、洩

嚢麟㌶で
　『’1』＼、嘉懸

　’‘趨轡

　　　　議罷
・1浮醜奪㌧●
繍熱駕
講灘雛
　　　　　　蟹＝
、
懸 継
摯い

　ゴ　ー∫．、臥、

　　醗．窺，

　　㍉．

　　穿
　　ブ
、獣
難！
総〆

灘
砂

、‘イ

0 1／3

＼
38

10cm

Fig．29元総社小見内WII遺跡／H－3～5号住居跡出土の遺物

一49一



H－11

51 54

瀬　顧幅．

51

一

【り

鋒襟
　　、

H－13

52

N
　N　　＼

59

55

｝

か
ん

ミ 6
一

～
μ

，篭．縄更♂

にQ

‘　欄　｝

53

60

、

（

　　一一　　　一
　　　～

61

62

一

一

一

一

〉

一

　　　／
郵〆65

56

63

66

64

＼

／

㌘、
　　　　セ

＼　N
　　　　　＼

＼

＿一

　　　　＼

＼＼

＼

＼

＼

～

＼

・＼

／’

￥
57

1 ／ 68
／

58

＼

0 1／3

／ 67

10cm

Fig．30 元総社小見内Vlll遺跡／H－11・13号住居跡出土の遺物

　　　　　　　一50一



H－14

〆ノ　　　　　∠」＿

〆 一　一 76

69

77
一

77

一

8C
一

81

70

一

8
一

一

μ
’

71

＼　ノ「
〆

71

一　｝
一

82

グ
一

〆 砧 73

79

74

75

　　～
～　〆　　　＼ 72
一

ム．

一

1　86

一

0

＼

1／3

＼
85

10cm

Fig．31 元総社小見内VIH遺跡／H－14号住居跡出土の遺物

　　　　　　　一51一



H－10

一
一

一

一

4

H－15

87

llll綴i鍵

　・伽、轟｝つ’＝』

H－16

90

　
　
9
ノ

暑難欝1，

91

H－17

一

　　嵐
4』一一　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　4一

　　～
　　　＼

／

／89

1／　　　　〃’

み＿　　〆1

グ

〃

4 92

0 1／3 10cm

Fig．32元総社小見内vIH遺跡／H－10・15～17号住居跡出土の遺物

一52一



〆／
▽ u

鉄1

（H－2）

目

o
鉄2

（H－3）

1

曾
1
℃ 鉄3

（H－5）

l

P 鉄4

（H－5）

／／

一　　鉄6　　　　　（H－5）

0 1／2 5cm

O　　鉄5
　　　（H－5）

轡
バu

欝

虫融＼　＼

・
、
き

謙
墨醐

ド　　　　　　　　ペ

謙

灘
1＼

　＼

　☆

藤
＼＼＼

、＼

鼎
競／泌

型
0 1／3 10cm

石1

（H－3）

Fig．33元総社小見内VIH遺跡／鉄器・鉄製品・石製品

一53一



｝

欝ン．

藩，

　ンァ　　　　　タ　び

一　 3　．．も
　：一1

　　ヌ　　　　の1．ll・

ヌぢ　　一鋒

口窄う
r曇∫　頁　　簿

　げ■．　恩

‘
験

、

　　　∠…な’一少！｝．

ンノ、

・・．ン’

、

　　　　　　磐　　　　　　　　　翼

♂．転舞・学．．、蕪

函．5

’．

凪

　噛
；’窪

　羨

　驚

1、

　　　　～をξ1　藻麓轡　　雛瀬｛漉㌧｛議憾
．
熱
麟
難購鐵雛灘総

、！灘騰雛

鱗購灘塾
瓦1

（H－7）

暑、賛　墾糠ぎ
鮒

磯灘菖纂
’1　・・’　甘
　　げ　　■，

　　詔も継・、薦

毒

1
獺 　　　ぴ　　騒，、距㌔

翫　
迄
．
．
鐘

　　　＆

　　　獅1　鵜　　　　3鰭　　　り
　　　紺　奪　誕＼　　　　　　、漣。一
　　　　　羅　　　瓜1　　　謙．質一

ご誰　季　　　　　　　事　キー，膨
転灘灘灘灘竃詩’髭　　臥

饗灘難欝
　　・顛鰯鞭　　　　　　　　　　振
　　　　羅蝦
　　灘繊，　　　。馨
　　撫灘’　駅　　灘
　　　’漣　2

’

懸灘・

　　　　　　　　　　　え｝
， 、　　　　触　　　　　趨

鋸i嬉諜…峯講輩s
　　・　　饗灘灘灘繋
駅モ鞍灘．難雛
　緬ゴ坤　　問マ榊。　占　・聯｝　剛・

馨

’

の塾

ぷミロち

麟
饗

　　讐．識蓑際慧駕謬藁轟認世　・囎・一赫鰯鋸

轟蓑難襲瞬燃幾慧驚灘薫瓢構粥，

蕪嚢嚢難i鷲i議簾鍵灘

鱗鐵／織鱒
灘鱗麟驚ll欝

灘驚1簿

竪叢懸1難鰹…簸

一．一、‘酢一

，馨圭緯、

い　鑓
　彗1争

瓦2

（H－11）

＼
＼

0 1／5 20cm

Fig．34元総社小見内WI遺跡／瓦（1）

一54一，



　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　1　／　　　1
　　　　　　　』曜＾齢　’　　　　一差・」
　　　　　　メ・ル善，瀬蝋鰯憐1

藤総灘轟
　　鍵謬．蝋・㌦．3、　騰蒙　難

一雛糠，、灘簾
　　“　饗・寡織灘撒
灘難懸灘難
辮鱒　懸難
鑛麟籔欝
　　　　　灘1…撚菱騨
　　　　　　　　　　　　　　霞

億

　　　　　　　　　　で
　　　　　　寓・　雛

舞曜　　難織
繧嚇　　購ゐ　　熱

　　　欝糠鱗

増騰灘1箋
灘欝繊

鎌認繍蟹浮．、、
　’遡，，．ブ　　　　・　、　　・．1　’ゴ、1’・

　　　　　　幾慰、蜘愕無　へ・

雛　ヒ講黛二糊
　　訊　　　　　が　・一…多　　　　甲r　　　　　　冠㌧

　　耀、ビ臓　謝φ舜　 卜辮
　　　　　　　　　　・～・’h9　’け「　　　　　　　　　」ご。い”、　　　　　　　　．ご’ノ

麟㈱鷺魁整熱1奪』留伊
藤，驚灘継，嚢ll

綴”熱　囎野欝簾．雛．糎
　鷺　　廻　　　　レ　　レ』，1一．へ、・・．　　げ〆

綴・離，1顯縮落〆〆

灘i鱒灘欝
藩一．．醗繍鱗
灘、護、嚇i鰐

灘露鹸
　　脚　～・、蔑　　潤

欝鍵搬織
謙慧盤凝

瓦3

（H－11）

＼
＼ 　　　　　　　L

輝灘、
　　　　　　欝

ll

　　縮

β身

撚
1臨

　櫛

瓦4

（H－11）

＼　　　　　 ／＿こ＿

　　　　　　1

麟灘

鞭響

ll
　　　　　　　　　ロゆユ　、．．樗穎　 恥顯鍛
響　　　参　　　…
嵯　欝，’駕
ミぎ，難欝、灘臨

灘叢雛灘
灘難灘騨
礫1簿縫欝
よ
畿 ，懸鞍魏r　　　　　　　　…欝慧灘

　主　　　　愉　　　　　　ざ
　　　阻轟．　　　・響論

、懲饗…蟻鐵雛
　　　　　　　　　　　　瓦5
　　　　　　　　　　　（H－11）

ミ 0 1！5
20cm

Fig．35元総社小見内VHI遺跡／瓦（2）

一55一



1
貼禽■・・躰

蕩
羅　　　搭

　　　多蠣郵聖

ゼ

趨　

～

瓦6

（H－11）

o

　　監－灘　　》、

　　　1　　　　》轡
　　　　・　灘　1
　　　“、欝
・鰹‘　　　翻
1疇　　　　　　　　欝．偶
　　　　　イむ　　　ノ

驚講．鱗
・“『　　　　1　藷　騨ぎ

樽懸　　　翼申1，．
　謎　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
　　　∠　　　　趣曇　櫛
　　～　　　’・ち　鞭難．

驚慧
　　　　　曳　　　x　　　　　翻

　　　　　鱗欝i灘

　　　　　　驚灘1

　　　　　　　　輯　　畷潔
　　　　　　　　織9説ロ・碑

　　　　　　　　　　　　　　　ガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、瓢講

　　　　　　．5、
　　　　　　　黛．　嚇

　　　　　　ド　ゆ　　　　　　職蹴’黙

購難，聯、懸、

　5

H
婁

　　　・7蟷

　　　議　　　　　　長

　　　　　鱗
　　　　　　調ぷ　　　　　　　　1冨
、驚　農　｝一

，難　・
纈ヨ　　冨

　　ニ
　逃　　　　還
1聖’　　轟　　勲

1
糠 鰍！　羅

　至，ぎ

　権

墨

’
シ

1〆

’一ダ

iグ

瓦7

（H－11）

／
／

0 1！5
20cm

Fig．36　元総社小見内v皿1遺跡／瓦（3）

一56一



’

・拙

プ

i’

ll

　　1麟亀表　・盈籔

難騰藻

鱗灘雛

講鹸譲
　灘難難欝
鞭難灘

　　　　　　　（謡5）

’斜

悪　圃　　　　　・一一嘲鱈・
　　li謎　　　　　　　　　　 榊
伊覗5

t f

灘灘灘・
．鞭難灘麟灘　
蟹灘雛籔騨
　　　　　　　（謡，）

＼
＼

0 1！5 20cm

Fig．37　元総社小見内皿遺跡／瓦（4）

一57一



’

論ヤ「『　躍妨齢

　　　　　　　　　ウ　ノ

　　　　　騰蝶欝・

　　　　　　　　　　　　避　鱒　　　　　　　　　融へ渥　　　1　　　　　　　　　　　　驚　　　　　　　雛灘灘蝶
　　　　　　　　翌，雛灘灘
　　　　　　　　　織欝

t

一麟1魏

懸灘灘騨懸

　萄繍鱒　　　　　　鶏1、浮

　x　－f　葦ノ　　　　　　　難1
　　、　巌欝
　　　　　汐　．γ　　　　　　必．難嚢欝
　　　、、鱒

　　　　　　瓦10
　　　　　　（D－4）

＼＼

、麟i犠騨
　麟．
一　羅

　難

、銀

　～
塁、

ロ灘“繋、

～¢　　　　Ψ、鉾

　　　　パヴ　　　♂ぎ　 卑

　　嚢灘輪

灘灘織撫
轟、灘鍵、襲灘欝

瓦11
（D－4）

一

一

0 1／5 20cm

Fig．38元総社小見内WII遺跡／瓦（5〉

一58一



元総社小見内皿遺跡 PL1

貰．

1‘r

写騒『

2
・録・　贈獺艶

◎

●

占

匠

7　．

A区全景

H－1号住居跡全景（西から）

㍑”泌！

H．2号住居跡全景（西から）

・“鯛

奮

1
－
戸

　、ノ　　を
炉

H－4号住居跡全景（西から）

檬．

晒

響r

H－2号住居跡遺物出土状況（東から〉



PL2

H－3号住居跡全景（西から〉

1
， IP

H－3号住居跡竈全景（西から）

H－3号住居跡遺物出土状況②（西から）

。き

㌃、鞭・．、塾鐙、

H－3号住居跡遺物出土状況①（西から）

A区中央部住居跡重複状況（西から）



PL3

尋

ρ鞠

瀞．虎’
陶漉

懸畢罵ら

翫廟

乏　’覚→，’“澗も・、搬，．l
，泌

H－5号住居跡遺物出土状況①（北から）

一触誘童

　　H－5号住居跡遺物出土状況②（西から〉

呼
辱
』罪叩一覧一 ｝畔 騨拶’評㎝噌一一…r～ r一ぜげず卿　　一1

H．5号住居跡全景（西から）

H－5号住居跡竈全景（西から）

翻，騨

1』▽曽灘
　　・達ρ～

’　℃・　　㎎簿欝、や一

のζ轡侮一』ヘドー6ポ　　溌

P「寮羅．

H－5号住居跡竈復元状況（西から）



PL．4

1購

H－10号住居跡全景（西から）

驚興淀羅、

H－11号住居跡全景（西から）

　ヒ　、
　　、

』
～
浄 罐

貯
r　　［’一　　　，卜

陰　　　r　l

l　　　　　　　　　　　　　　，　　　・

1
，

f撫1欝』」

欝評
・』へ

　　　　　H－11号住居跡竃内遺物出土状況（西から）

r7一軍hF
l轟轡幽

ト 灘屡犠羽

F禽誓，唱

渉

H－13号住居跡全景（西から）

H－IO号住居跡竃全景（西から）

H．11号住居跡竃全景（西から）

～
1　一甲　一

ζ

H－11号住居跡遺物出土状況（西から）

’4

H－13号住居跡寵全景（西から）



H．14号住居跡全景（西から〉

H－14号住居跡遺物出土状況（西から）

H．15号住居跡全景（西から）

・」ト　』

　’ヤレ・

、　　　　諌　　亭

こ欄
　　　　き　　ロガリンしコリト　　し

☆織鍛

H。16号住居跡全景（北から）

PL5

H－14号住居跡竈全景（西から）

灘
緋
“

H－14号住居跡堀り方（西から）

H－15号住居跡竃全景（西から）

H－16号住居跡遺物出土状況（北から）



PL，6

H－17号住居跡全景（西から）

回’㌧陣・ ㍑畳・・い嘔

T－1号竪穴状遺構全景（西から〉

ゼ
．
ダ婦ト隔菰、，

一∫鮎藁嘩㌔＝凸

轍i評
　　　　　　曙

W－1号溝跡全景（南から）

“桝’議蕊＝潤舜

4～・も

W－！号溝跡セクション（南から）

q』一甑』』

W－1号溝跡全景（北から） W－2・3号溝跡全景（北から〉

覧ド

諸 、．強』霧勲鎌蝋．∫．

し一亀り』．．¢岬．
1　　　　　タ・

』〆㍗・　　．、

W－2

詫騨驚鷲撒’㌣＿　憲．
　　　　、。㌧

　　　憂　管ll梱r

3号溝跡南側セクション（東から）

　～
　～
’1

　レ

噌

嘱
も恩ジ

・認廓一滋碗』

～1
，

W－2

第、獄蕪・躍・掌

3号溝跡北側セクション（東から〉



総社甲稲荷塚大道西IV遺跡 PL7

毒 ＼1，
・、＼

＼
　　＼

　　ヌ茎　　鴨　　＼

、』

　　、　　ロゆを1、ゆ　1　　　一、、

　　　＼ぐ
　　・　、

毎

＼1

獣
～、旨

ミペ，、イ

漕ひ「㌦一

二面目調査区北側全景（西から）

ワ，

、
1 B　・

転

◎

貯、

藤

欄

き鐘鱒

二面目調査区南側全景（南から）



PL8

二面目畠跡①（東から）

iii携一

二面目畠跡③（南から）

一面目欝誹1北力、ら）

W－2・3号溝跡、A－1号道路状遺構（東から〉

二面目畠跡②（北から）

W－5号溝跡全景（東から）

W－2・3号溝跡（西から〉

調査を終えて



3（H－3）

元総社小見内皿遺跡

4（H－3）

PL9

5（H－3）

（H－3〉 7（H－3） 8（H－3）

9（H－3） 10（H－3） 11（H－3）

12（H崩3） 13（H－3） 14（H－3）

15（H－3）

。メ

　　’
　辱ノ

，！

　　＼、

㌦・・．1‘・ぎ・　4

養

、

16（H－3〉

．函』F

17（H－3）

・1ぐ

鮒
18（H－3）

19（H－4）

び

冨」躍極．へぐ：・岬

　　　　　　　　21（H－4）



PL，10

22（H－5） 23（H－5） 24（H－5）

25（H－5）

㌦㌧

29（H－5）

32（H．5）

誉財◇・

『㌦『：、

！㍉鱒

26（H－5）

賊瞥、．

30（H－5）

37（H－5）

1ノ

31（H－5）

27（H．5）

購灘鋼33（H、5）

　　1

35（H．5）

鋳麟蜘魎一碗癒1

34（H－5）

33（H．5）

ぎ8（H、5）

　　　　l

F
3
6 （H－5）

驚鎌謝

39（H－6）



PL11

纏

40（H－6）

（H－7）

41（H－7）

44（H－8）

42（H－7〉

欝

45（H－8）

46（H－8） 50　（H＿10） 51　（H－10）

49（H－8）

’
．
難

外
W

、、

57　（H＿11）

52　（H＿11）

雌灘礁・な

54（H－11）

56　（H＿11）

で嬰・

53　（H＿11）

．繭～叫、一鍵〆

　　　　　　　　　55　（H－11）

ーゴ’　ゾ』　艀60　（H．一13）

61　（H－13） 62　（H－13） 63　（H＿13〉



PL．12

の綱毅

64　（H－13） 65　（H－13） 66　（H－13）

’　　　匙、

67　（H－13）

85　（H－14）

マ

69　（H－13）

」診・

72　（H－14）

70　（H＿14）

悌
7
1
　
（ H－14）

73　（H＿14）

74（H－14） 75（H44） 76　（H－14）

77　（H－14）

、　r」ノ

84（H－14）

78　（H－14）

　　　熱

　　　ギ

86　（H－14）

79　（H－14〉

凱☆
　　　☆、

　87　（H－14）



PL13

鱗極醗
　　　I ＼試

88　（H＿15）

絹蕊’く》』1・一・い
　粛礁融獅聖，，、、嚇迎

　　　　　　　　　89　（H－15） 一15〉

ト醜1

瀦難書攣（H．16）
92　（H－16）

b3（H、17）

鉄1（H－2）

鉄2（H－3）

鉄3（H－5） 鉄4（H－5）

鉄5（H－5） 鉄6（H－5）

鉄器・鉄製品



PL14

瓦1（H．7）

瓦4（H．11）

瓦7（H－11）

嬢

4
き

瓦2（H－11）

瓦5（H－11）

瓦10（D－4）

　　　瓦

瓦8（H－15）

灘
幾

瓦3（H－11）

瓦6（H－11）

瓦11（D－4）

瓦9（H－15〉



抄 録

フ　リ　ガ　ナ
モトソウジャオウミイセキグン　　モトソウジャオミウチハチイセキ　　ソウジャコウ

トウカヅカオオミチニシヨンイセキ

書　　　　　名 元総社蒼海遺跡群　　元総社小見内VIli遺跡　総社甲稲荷塚大道西IV遺跡

副　　書　　名 前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻　　　　　次

シリーズ名
シリーズ番号

編　著　者　名 近藤雅順　・　稲垣慎太郎

編　集　機　関 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

編集機関所在地 〒371－0018群馬県前橋市三俣町二丁目10－2

発行年月日 西暦2004年3月18日

フリガナ
所収遺跡名

フリガナ

所在地
コード 位　　置

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号 北　緯 東　経

モトソウジャ　オ　ミ　ウチハチ

元総社小見内VllI
イセキ

遺跡

マエバシシモトソウジャ

前橋市元総社
マチ

町
10201 15A120 36。23’31” 139。01〆53”

20030519

　　～

20031114
809㎡

前橋都市計画

事業元総社蒼

海土地区画整

理事業

ソウジャコウトウ　カ　ヅカオオ

総社甲稲荷塚大
ミチニシヨンイセキ

道西IV遺跡

マエバシシソウジャマチ

前橋市総社町
ソウジヤ

総社
10201 15A105 36023〆41” 139。02〆15”

20031001

　　～

20031107
490㎡

前橋都市計画

事業元総社蒼

海土地区画整

理事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主　な　遺構 主な遺物 特記事項

元総社小見内WI

遺跡
集落跡

奈良・平安

中世以降

竪穴住居跡14軒　他

竪穴状遺構1軒、溝跡5条　他

土師器、須恵器、かわら

け、鉄器・鉄製品、石製

品、瓦　等 なし

総社甲稲荷塚大

道西IV遺跡
畠跡
古墳時代
騨
中
世 以降

畠跡、溝跡　他

畠跡、溝跡、井戸跡　他

なし

なし
なし

　　　元総社蒼海遺跡群

元総社小見内Vl皿遺跡
総社甲稲荷塚大道西IV遺跡

2004年3月11日　　印　　刷

2004年3月18日発行
編集発行　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　　　前橋市三俣町二丁目10－2
　　　TEL　　O27－231－9531
印刷所　朝日印刷工業株式会社










	目次
	序
	Ⅰ　調査に至る経緯
	Ⅱ　遺跡の位置と環境
	１　遺跡の立地
	２　歴史的環境

	Ⅲ　調査の方針と経過
	１　調査方針
	２　調査経過

	Ⅳ　基本層序
	Ⅴ　遺構と遺物（元総社小見内Ⅷ遺跡）
	１　竪穴住居跡
	２　竪穴状遺構
	３　遺構・道路状遺構
	４　土坑・ピット
	５　グリッド等出土遺物

	Ⅵ　遺構と遺物（総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡）
	１　畠跡
	２　溝跡・道路状遺構
	３　井戸跡・土坑・ピット
	４　グリッド等出土遺物

	Ⅶ　考察
	図版
	口絵１　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｂ区Ｗ－２・３号溝跡全景及びセクション（東から）
	口絵２　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ａ区Ｈ－５号住居跡遺物出土状況（南から）
	口絵３　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ａ区Ｈ－５号住居址出土の遺物
	ＰＬ．１　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ａ区全景、Ｈ－１・２・４号住居跡
	ＰＬ．２　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－３号住居跡
	ＰＬ．３　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－５号住居跡
	ＰＬ．４　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－10・11・13号住居跡
	ＰＬ．５　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－14～16号住居跡
	ＰＬ．６　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－17号住居跡、Ｔ－１号竪穴状遺構、Ｗ－１～３号溝跡
	ＰＬ．７　総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡／二面目調査区全景
	ＰＬ．８　総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡／畠跡、Ｗ－５号溝跡、Ａ－１号道路状遺構　他
	ＰＬ．９　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－３・４号住居跡出土の遺物
	ＰＬ．10　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－５・６号住居跡出土の遺物
	ＰＬ．11　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－６～８・10・11・13号住居跡出土の遺物
	ＰＬ．12　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－13・14号住居跡出土の遺物
	ＰＬ．13　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－15～17号住居跡出土の遺物、鉄器・鉄製品
	ＰＬ．14　元総社小見内Ⅷ遺跡／瓦

	挿図
	Ｆｉｇ．１　元総社蒼海遺跡群位置図
	Ｆｉｇ．２　周辺遺跡図
	Ｆｉｇ．３　元総社蒼海遺跡群位置図とグリッド設定図
	Ｆｉｇ．４　元総社小見内Ⅷ遺跡Ａ区基本層序
	Ｆｉｇ．５　元総社小見内Ⅷ遺跡Ｂ区基本層序
	Ｆｉｇ．６　総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡基本層序
	Ｆｉｇ．７　元総社小見内Ⅷ遺跡／時期別の竪穴住居跡配置図
	Ｆｉｇ．８　元総社小見内Ⅷ遺跡全体図
	Ｆｉｇ．９　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－１・２・４・６号住居跡
	Ｆｉｇ．10　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－３号住居跡
	Ｆｉｇ．11　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－７・８号住居跡
	Ｆｉｇ．12　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－５号住居跡
	Ｆｉｇ．13　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－10～12号住居跡
	Ｆｉｇ．14　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－13・15号住居跡
	Ｆｉｇ．15　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－14号住居跡
	Ｆｉｇ．16　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－16・17号住居跡、Ｔ－１号竪穴状遺構
	Ｆｉｇ．17　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｗ－１号溝跡
	Ｆｉｇ．18　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｗ－２・３号溝跡
	Ｆｉｇ．19　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｗ－４・５号溝跡、Ｄ－１～６号土坑
	Ｆｉｇ．20　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｄ－７～17号土坑、Ｐ－１～８号ピット
	Ｆｉｇ．21　総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡二面目全体図
	Ｆｉｇ．22　総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡一面目全体図
	Ｆｉｇ．23　総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡／二面目畠跡、Ｗ－５号溝跡
	Ｆｉｇ．24　総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡／Ｗ－２～４号溝跡、Ａ－１号道路状遺構
	Ｆｉｇ．25　総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡／Ｉ－１号井戸跡、Ｄ－１～３号土坑、Ｐ－１～14号ピット
	Ｆｉｇ．26　総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡／Ｐ－15～39号ピット
	Ｆｉｇ．27　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－２・３号住居跡出土の遺物
	Ｆｉｇ．28　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－４・５号住居跡出土の遺物
	Ｆｉｇ．29　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－３～５号住居跡出土の遺物
	Ｆｉｇ．30　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－11・13号住居跡出土の遺物
	Ｆｉｇ．31　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－14号住居跡出土の遺物
	Ｆｉｇ．32　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ｈ－10・15～17号住居跡出土の遺物
	Ｆｉｇ．33　元総社小見内Ⅷ遺跡／鉄器・鉄製品・石製品
	Ｆｉｇ．34　元総社小見内Ⅷ遺跡／瓦（1）
	Ｆｉｇ．35　元総社小見内Ⅷ遺跡／瓦（2）
	Ｆｉｇ．36　元総社小見内Ⅷ遺跡／瓦（3）
	Ｆｉｇ．37　元総社小見内Ⅷ遺跡／瓦（4）
	Ｆｉｇ．38　元総社小見内Ⅷ遺跡／瓦（5）

	表
	Ｔａｂ．１　元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表
	Ｔａｂ．２　元総社小見内Ⅷ遺跡／竪穴住居跡一覧表
	Ｔａｂ．３
	元総社小見内Ⅷ遺跡／溝跡・道路状遺構計測表
	総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡／溝跡・道路状遺構計測表

	Ｔａｂ．４
	元総社小見内Ⅷ遺跡／土坑・ピット計測表
	総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡／井戸跡・土坑・ピット計測表

	Ｔａｂ．５　元総社小見内Ⅷ遺跡／土器観察表
	Ｔａｂ．６　元総社小見内Ⅷ遺跡／鉄器・鉄製品観察表
	Ｔａｂ．７　元総社小見内Ⅷ遺跡／石製品観察表
	Ｔａｂ．８　元総社小見内Ⅷ遺跡／瓦観察表
	Ｔａｂ．９　元総社小見内Ⅷ遺跡／時期別の遺構数
	Ｔａｂ．10　元総社小見内Ⅷ遺跡／Ⅱ期の竪穴住居跡の比較





